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一般会計予算審議

平成25年度 各会計別予算額（千円）
会　　　計　　　名 平成 25 年度当初予算

安曇野市一般会計 38,900,000

特　
　

別　
　

会　
　

計

安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付事業 742

安 曇 野 市 国 民 健 康 保 険 10,688,245

安 曇 野 市 後 期 高 齢 者 医 療 890,543

安 曇 野 市 介 護 保 険 8,257,437

安 曇 野 市 下 水 道 事 業 4,405,074

安 曇 野 市 農 業 集 落 排 水 事 業 192,573

安 曇 野 市 上 川 手 山 林 財 産 区 2,089

安 曇 野 市 北 の 沢 山 林 財 産 区 462

安 曇 野 市 有 明 山 林 財 産 区 1,055

安 曇 野 市 富 士 尾 沢 山 林 財 産 区 892

安 曇 野 市 穂 高 山 林 財 産 区 870

安 曇 野 市 産 業 団 地 造 成 事 業 99,155

総　計（一般会計 + 特別会計） 63,439,137

質 

疑

  

温
浴
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

Ｑ　
温
浴
施
設
の
規
模
と
運
営
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　
温
浴
施
設
の
候
補
と
な
っ
た
提
案
で
は
、
延
べ
床

面
積
１
６
５
９
・
３
４
平
方
メ
ー
ト
ル
、
露
天
風
呂
、
デ
ッ

キ
、
ポ
ー
チ
を
含
む
面
積
と
し
て
２
０
０
６
・
９
６
平
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
駐
車
場
の
台
数
は
２
９
６
台
で
、

隣
の
Ｖ
ｉ
ｆ
と
の
併
用
も
可
能
で
あ
る
。運
営
体
制
に
つ

い
て
は
、指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
前
提
と
し
て

い
る
。

  

市
税
つ
い
て

Ｑ　
市
民
生
活
が
大
変
苦
し
い
中
で
、
予
算
書
で
は
個

人
市
民
税
が
増
収
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
算
出
根
拠
と

税
収
の
見
込
み
は
本
当
に
あ
る
の
か
。

Ａ　
前
年
所
得
と
、
過
去
の
３
年
間
の
変
動
や
、
24
年

度
３
号
補
正
の
所
得
を
基
礎
と
し
て
、
総
務
省
、
シ
ン

ク
タ
ン
ク
等
の
調
査
を
も
と
に
所
得
額
を
推
計
し
た
。

営
業
所
得
、
不
動
産
所
得
に
つ
い
て
は
５
％
減
の
95
％
、

給
与
所
得
は
前
年
並
み
、
株
式
等
は
２
割
減
を
見
込
み
、

収
納
率
は
前
年
並
み
の
96
・
７
%
で
41
億
９
０
０
０
万

円
を
計
上
し
た
。

　
　

  

穂
高
会
館
耐
震
補
強
等
改
修
工
事
に
つ
い
て

Ｑ　
改
修
工
事
全
体
の
目
的
と
、
そ
れ
に
沿
っ
て
実
施

設
計
を
し
て
い
る
内
容
、
こ
の
工
事
の
総
額
と
工
期
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ　
穂
高
会
館
は
、全
体
工
事
と
し
て
14
億
５
２
１
５
万

円
ほ
ど
を
予
定
し
て
い
る
。
22
年
度
に
耐
震
診
断
が
さ

れ
、
24
年
度
実

施
設
計
を
し
、

25
年
度
、
26
年

度
に
分
け
て
工

事
を
す
る
。
25

年
度
に
は
４
割

程
度
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
４

月
以
降
入
札
等

を
行
い
、
６
月

定
例
会
に
議
案

を
提
出
し
、
７

月
以
降
着
手
し

た
い
。
公
民
館

棟
を
25
年
12
月

末
ま
で
に
竣
工

し
た
い
。

  

本
庁
舎
建
設
工
事
に
つ
い
て

Ｑ　
25
年
度
は
本
体
工
事
が
16
億
９
２
０
０
万
円
で
、

外
構
工
事
を
含
め
た
全
体
で
は
17
億
１
９
０
０
万
円
余

の
予
算
だ
が
、
本
体
工
事
に
つ
い
て
の
中
身
と
、
今
年

度
以
降
の
計
画
概
要
は
。

Ａ　
16
億
９
２
０
０
万
円
は
、
入
札
前
の
金
額
で
あ
り
、

25
年
度
の
出
来
高
を
45
％
に
想
定
し
、
24
年
度
に
支
払

う
前
払
金
を
引
い
て
算
出
し
た
。
25
年
度
に
つ
い
て
は
、

土
木
工
事
と
建
築
の
構
造
部
分
の
施
工
を
主
に
進
め
、

年
度
末
頃
に
は
、
サ
ッ
シ
や
壁
の
取
り
つ
け
を
行
う
。

26
年
度
は
仕
上
げ
の
年
に
な
り
、
26
年
12
月
19
日
に
完

成
予
定
で
あ
る
。

耐震補強等改修工事を行う穂高会館

現しゃくなげ荘に隣接する温浴施設用地
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平成 25 年度一般会計予算の重点事業
① 健全財政維持のための財源確保と経費削減 ③ 産業の活性化と観光戦略
◆本庁舎建設工事外 17 億 1,935 万 5 千円 ◆担い手支援「機械施設整備補助金」 500 万円

◆明科総合支所等施設改築事業 2 億 9,573 万 8 千円 ◆生産設備取得費補助事業 3,740 万円

◆三郷総合支所等施設改築事業 778 万円 ◆空き工場、空き店舗活用促進事業 1,062 万 4 千円

◆移住等促進関係事業 168 万 3 千円 ◆市制度資金貸付事業 9 億 5,941 万 7 千円

◆健康長寿のまちづくり推進事業 253 万 7 千円 ◆温浴施設整備事業 5 億 1,843 万円

◆認知症早期発見関連経費 89 万円 ◆近畿・九州圏の観光キャンペーン 129 万 6 千円

② 安心・安全で住みよい環境整備と生きがい対策 ④ 郷土の理解と協働による地域の絆
◆災害時非常用品備蓄事業 5,484 万 9 千円 ◆つながりひろがる地域づくり事業 500 万円

◆公立保育園整備（三郷南部・アルプス保育園） 3 億 6,443 万 4 千円 ◆協働のまちづくり推進基本方針策定 77 万 8 千円

◆地下水の保全・涵
かん

養及び適正利用 174 万 5 千円 ◆農地・水保全管理支払交付金事業 3,072 万 2 千円

◆公園施設長寿命化計画策定 1,400 万円 ◆中学生議会  2 万 8 千円

◆穂高公民館耐震補強工事 5 億 8,863 万 4 千円 ◆歴史的公文書目録作成 624 万 8 千円

◆水道事業出資金（三郷地域水源転換関係外） 5 億 1,520 万円 ◆地区公民館補助事業（運営・建設補助） 6,882 万 5 千円

平成25年度
一般会計予算総額

（前年度当初予算額 370 億 5,000 万円
　　対前年度 18 億 5,000 万円増 5％増）

平成 25 年度の予算編成は、国の概算要求等、国や県の動向

を踏まえ住民福祉の向上を念頭に、「予算編成の基本方針」

と「重点事業」に沿って編成され、3 月 19 日に議会で議決

しました。

（新本庁舎完成イメージ図）（新本庁舎完成イメージ図）

389億円
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「
北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ 

共
に
響
き

合
う 

田
園
産
業
都
市 

安
曇
野
」へ

〜
議
案
第
44
号　

第
１
次
安
曇
野
市
総
合
計
画
基
本
構

想
の
変
更
に
つ
い
て
〜

平成24年度 安曇野市一般会計補正予算

賛
成
討
論

　

よ
り
活
力
あ
る
前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
持
つ
安
曇
野
市
の
総
合
計
画
基
本
構
想

で
あ
る
。
将
来
都
市
像
を
「
北
ア
ル
プ
ス

に
育
ま
れ　

共
に
響
き
合
う　

田
園
産
業

都
市　

安
曇
野
」
と
す
る
こ
と
に
賛
成
す

る
。

反
対
討
論

　

第
２
章
の
将
来
都
市
像

で
、「
こ
こ
ろ
輝
く
」
に

か
わ
っ
て
「
共
に
響
き
合

う
」
と
し
、「
田
園
都
市
」

の
「
田
園
」
の
後
に
「
産

業
」
を
加
え
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
２
つ
の
言

葉
に
つ
い
て
、
変
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
の
根

拠
が
乏
し
い
。

　

合
併
協
議
に
お
い
て
、

「
産
業
」
を
入
れ
ず
に
「
田

園
都
市
」
と
い
う
こ
と
で

長
い
間
の
討
論
が
な
さ
れ

た
。
今
８
年
目
に
至
っ
て

い
る
が
、
中
間
で
変
更
す

る
こ
と
は
、
こ
の
「
田
園
」

に
「
産
業
」
が
つ
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
安
曇
野
自
体

の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
の
で
反
対
す
る
。

基
本

構
想

可決

　

第
１
次
安
曇
野
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
将
来
都
市
像
を
「
北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ 

こ
こ
ろ
輝
く 

田
園
都
市 

安
曇
野
」
か
ら
「
北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま
れ 

共
に
響
き
合
う 

田

園
産
業
都
市 

安
曇
野
」
へ
変
更
し
ま
し
た
。

討 

論

  

除
雪
対
策
費

Ｑ　
除
雪
費
用
が
４
４
０
０
万
円
の

増
額
に
な
っ
て
い
る
。
凍
結
防
止
剤
は

18
万
３
０
０
０
円
の
計
上
で
、
果
た
し

て
足
り
る
の
か
。

Ａ　
凍
結
防
止
剤
は
塩
カ
ル
購
入
費
と

し
て
別
に
７
３
０
万
円
を
需
要
費
で
計

上
し
て
あ
る
。
除
雪
対
策
費
は
除
雪
業

務
委
託
料
と
、
凍
結
防
止
剤
散
布
業
務

委
託
料
で
合
計
４
４
０
０
万
円
を
計
上

し
た
。

  

本
庁
舎
建
設

Ｑ　
安
曇
野
市
の
新
本
庁
舎
建
設
工

事
請
負
契
約
に
お
い
て
、
市
内
業
者

へ
の
下
請
要
件
が
金
額
で
建
築
工
事

２
億
７
０
０
０
万
円
、
機
械
設
備
工

事
１
６
０
０
万
円
、
電
気
設
備
工
事

１
８
０
０
万
円
で
あ
る
根
拠
は
何
か
。

Ａ　
元
請
の
工
程
管
理
上
障
害
に
な
ら

な
い
範
囲
で
最
低
額
を
市
の
職
員
が
積

算
し
た
。

補正予算額6,400万円を追加し、補正後の予算額は378億4,500万円となりました。

Ｑ　
市
内
業
者
を
対
象
と
し
た
下
請
採

用
面
接
会
を
開
催
す
る
と
い
う
が
、
い

つ
ご
ろ
ど
ん
な
形
で
行
う
の
か
。

Ａ　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
、
建

設
労
連
、
建
設
業
組
合
な
ど
へ
周
知
依

頼
を
し
、
遅
く
と
も
４
月
下
旬
ま
で
に

は
実
施
す
る
。
お
見
合
い
方
式
で
元
請

業
者
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
も
ら
い
、
話

を
し
て
も
ら
う
形
を
考
え
て
い
る
。

  

子
ど
も
手
当

Ｑ　
制
度
変
更
に
よ
り
、
４
０
５
７
万

４
０
０
０
円
の
子
ど
も
手
当
が
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
市
民
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
と
思
う
が
周
知
徹
底
の
努
力

は
。

Ａ　
平
成
24
年
６
月
支
給
分
か
ら
児
童

手
当
と
し
て
支
給
し
た
が
、
所
得
制
限

が
設
け
ら
れ
た
た
め
の
減
額
で
あ
る
。

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、
転
入
、
出

生
等
の
届
け
出
の
際
の
案
内
で
、
周
知

し
て
い
る
。

豊作を願っての田植え
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水
資
源
保
護
に
向
け
て

〜
議
案
第
５
号　

安
曇
野
市
地
下
水
の
保
全
・
涵か
ん

養
及

び
適
正
利
用
に
関
す
る
条
例
〜

「
み
ら
い
」
の
休
館
日
を
変
更

〜
議
案
第
19
号 

安
曇
野
市
図
書
館
条
例
及
び
安
曇
野
市

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
〜

３月定例会で決まりました
Ｑ　
条
例
制
定
は
評
価
す
る
。
だ

が
、
こ
の
条
例
で
地
下
水
の
保
全
・

涵か
ん

養
が
本
当
に
守
れ
る
の
か
。

Ａ　
届
け
出
制
、
協
議
制
の
取
水

ル
ー
ル
が
中
心
の
条
例
で
、
こ
の

４
月
に
施
行
し
た
い
。
公
水
で
あ

る
と
の
認
識
に
立
ち
、
審
査
委
員

会
が
適
正
な
採
取

量
を
指
導
す
る
こ

と
が
、
実
質
的
な
上

限
規
制
と
考
え
る
。

地
下
水
を
利
用
す

る
全
て
の
方
に
１

つ
の
算
定
方
式
で

涵か
ん

養
面
積
の
拡
大

を
図
り
、
経
費
の
負

担
の
検
討
を
進
め

た
い
。

Ｑ　
水
張
り
田
の
効

果
は
ど
う
か
。

Ａ　
水
張
り
田
は

蒸
発
散
部
分
を
差

し
引
い
て
、
地
下
に

浸
透
し
て
い
る
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。

原
案
に
賛
成

　

「
み
ら
い
」
の
月
曜
日
の
多
目

的
ホ
ー
ル
の
稼
働
率
は
平
均
20
％

と
低
い
。
利
用
者
の
要
望
は
週
末

の
イ
ベ
ン
ト
の
練
習
や
準
備
と

し
て
木
曜
日
の
開
館
が
多
い
。
ま

た
図
書
館
利
用
者
と
の
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
。
公
共
図
書
館
の

85
％
が
月
曜
日
休
館
な
の
で
、
他

の
図
書
館
か
ら
の
希
望
す
る
本
の

貸
し
借
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
さ

れ
る
。

修
正
案
に
賛
成

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
よ
う
に
休
館
日
を
月
曜
日
と
木

曜
日
に
決
め
た
経
過
が
あ
る
。
ま

ず
、
市
民
に
休
館
日
の
統
一
に
つ

い
て
問
い
、
市
民
の
声
を
運
営
に

生
か
す
べ
き
と
考
え
、
修
正
案
に

賛
成
す
る
。
24
年
の
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
図
書
館
の
満
足
度
調

査
に
よ
る
と
、
少
な
く
て
も
利
用

者
か
ら
は
、
休
館
日
を
統
一
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
は
聞
こ
え
て
こ

な
い
。

条
例

制
定

条
例

改
正

可決

可決

　

地
下
水
利
用
に
関
す
る
規
制
や
地
下
水
の
保
全
お
よ
び
涵か

ん

養
に
対
す
る
具
体
的
な
取

り
組
み
を
規
定
し
ま
し
た
。

　

中
央
図
書
館
及
び
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
を
統
一
し
、
穂
高
交
流
学
習

セ
ン
タ
ー
内
の
一
部
を
新
た
に
貸
し
出
す
た
め
の
規
定
を
設
け
る
条
例
改
正
を
し
ま
し
た
。

質 
疑

討 

論

Ｑ　
広
域
協
定
と
の
関
係
は
ど

う
な
の
か
。

Ａ　
２
月
20
日
に
11
市
町
村
長

が
集
ま
り
環
境
省
、
国
土
交
通
省
、

法
務
省
等
、
長
野
県
選
出
の
国
会

議
員
宛
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

修
正
案
（
中
央
図
書
館
の
開
館

日
は
木
曜
日
の
ま
ま
変
更
し
な

い
）
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

主
旨
…
い
ず
れ
か
の
図
書
館
が
必

ず
開
館
し
て
い
る
よ
う
に
、
交
流

学
習
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
際
に

休
館
日
を
月
曜
日
と
木
曜
日
に
決

め
た
経
過
が
あ
る
。
方
針
を
変
え

て
休
館
日
を
統
一
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
利
用
実
態
の
検
証
及
び
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
決
定

す
べ
き
で
あ
る
。

人事案件　須澤真広さんの教育委員会委員の任命について同意した（任期：平成25年4月1日から平成25年11月8日まで）

勝山孝子さん、髙山正宣さん、等々力増男さん、青柳昌利さんの人権擁護委員の推薦について適任とした（任期：平成 25 年7月1日

から平成 28 年 6 月 30 日まで）

名水百選のわさび田湧水群

「みらい」の未来は？

否
決
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一 般 質 問
問　

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く

り
は
認
知
症
を
除
い
て
は
考

え
ら
れ
な
い
と
思
う
が
。

市
長　

介
護
認
定
者
の
約

６
割
が
認
知
症
と
さ
れ
、そ

の
対
策
は
重
要
・
急
務
だ
。

問　

25
年
度
か
ら
始
め
る
検

査
の
内
容
、
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　

「
フ
ァ
イ

ブ
・
コ
グ
方
式
」（
脳
機
能

の
う
ち
、
記
憶
、
注
意
、
言

語
、
視
空
間
認
知
、
思
考
の

５
つ
を
は
か
る
も
の
）
で
早

期
発
見
が
期
待
さ
れ
、
対
応

と
し
て
医
療
機
関
の
受
診
、

介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を

促
す
。

　

20
人
ほ
ど
の
規
模
で
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
見
た
後
、
内
容
の
記

憶
度
を
判
定
す
る
。
高
齢
の

方
ほ
ど
判
断
が
つ
き
に
く
い

の
が
欠
点
だ
。
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地

域
の
公
民
館
等
が
開
催
場
所

と
な
る
。

問　

在
宅
介
護
、
家
族
へ
の

支
援
に
つ
い
て
。

①
家
族
に
と
っ
て
の
課
題
。

②
同
じ
悩
み
を
も
つ
家
族
の

活
動
、
情
報
交
換
は
。

③
介
護
用
品
の
購
入
助
成
品

目
に
パ
ジ
ャ
マ
、
下
着
の
要

望
が
あ
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

①
介
護
ス
ト
レ
ス
等
々
の
な

か
虐
待
が
発
生
し
て
い
る
。

22
年
度
11
件
、
23
年
度
12
件
、

24
年
度
２
月
末
12
件
。
職
員

が
家
族
と
面
接
し
助
言
等
し

て
い
る
。

②
家
族
介
護
者
の
交
流
事
業

を
実
施
し
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
介
護
知
識
の
情

報
交
換
を
図
っ
て
い
る
。

③
地
域
支
援
事
業
の
規
定
に

抵
触
し
、
困
難
で
あ
る
。

問　

地
域
で
の
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

認
知
症
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
上
げ

る
。
警
察
、消
防
、医
療
機
関
、

介
護
保
険
事
業
所
、
民
生
委

員
等
代
表
者
で
構
成
。
見
守

り
体
制
、
行
方
不
明
時
の
対

応
等
検
討
し
た
い
。

子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り

問　

新
本
庁
舎
は
妊
娠
中
や

出
産
後
の
乳
幼
児
等
、
親
子

連
れ
に
や
さ
し
い
設
計
に

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

全
て
の
方
が
利

用
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
推
進
し
て
い
る
。

　

駐
車
場
や
通
路
は
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
妊
産
婦
な

ど
に
配
慮
し
た
。

　

１
階
に
授
乳
室
、
キ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
、
障
が
い
者
が
社

会
参
加
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
。
３
階
の
議
場
入
口
に

託
児
室
を
、
傍
聴
席
に
車
椅

子
用
を
設
け
る
。
各
階
に
お

む
つ
交
換
台
を
備
え
た
多
目

的
ト
イ
レ
を
用
意
し
た
。

問　

福
祉
施
設
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

児
童
館
、

保
健
セ
ン
タ
ー
等
19
施
設
あ

る
が
、
授
乳
室
設
置
は
ゼ
ロ
。

空
き
ス
ペ
ー
ス
を
区
切
る
等

し
て
提
供
し
た
い
。

問　

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
を
、
急
な
依
頼
、
短

時
間
、
夜
間
等
使
い
や
す
い

も
の
に
で
き
な
い
か
。

②
出
生
届
の
時
赤
ち
ゃ
ん

シ
ー
ル
（
子
育
て
支
援
シ
ー

ル
）
の
配
布
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

①
速
や
か

な
対
応
を
指
示
、
指
導
す
る
。

②
検
討
し
た
い
。

認
知
症
の
高
齢
者
と
家
族
を

支
え
る
た
め
に信

進
ク
ラ
ブ　

平　

林　

德　

子

問　

本
市
の
松
く
い
虫
の
被

害
が
甚
大
に
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
薬
剤
（
マ
ツ
グ
リ
ー
ン

液
剤
…
成
分
ア
セ
タ
ミ
プ
リ

ド
…
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

殺
虫
剤
）
空
中
散
布
を
選
択

し
た
の
か
。
散
布
量
、
エ
リ

ア
、
安
全
性
は
ど
う
か
。

市
長　

市
が
取
り
組
む
べ

き
２
つ
の
対
策
を
決
定
し

た
。
ア
カ
マ
ツ
林
か
ら
広
葉

樹
林
な
ど
へ
の
樹
種
転
換
を

は
か
る
。
薬
剤
空
中
散
布
を

２
０
１
３
年
度
試
験
的
に
大

口
沢
25　

、
６
、
７
月
に
２

回
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

実
施
す
る
予
定
だ
。

農
林
部
長　

や
み
く
も
に
実

施
す
る
も
の
で
は
な
い
。
守

る
べ
き
松
林
を
確
実
に
す
る

上
で
実
証
さ
れ
て
い
る
薬
剤

空
中
散
布
が
一
番
効
果
的
で

あ
り
、
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

　

リ
ン
ゴ
や
野
菜
に
使
っ
て

い
る
一
般
的
な
薬
剤
で
弱
毒

性
で
あ
る
。
６
、
７
月
散
布

す
る
前
に
は
地
域
の
方
に
対

し
て
松
本
市
と
も
連
携
し
て

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

問　

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
が
駆
除
で
き
て
い
る
か
確

証
が
な
い
と
薬
剤
散
布
は
効

果
が
な
い
と
思
う
が
。

農
林
部
長　

風
速
３
ｍ
以

上
、
降
雨
の
場
合
は
や
め
る
。

高
度
２
～
４
ｍ
で
飛
行
し
、

松
に
か
け
た
い
部
分
に
薬
剤

を
散
布
す
る
。
体
長
３
㎝
以

下
と
い
う
小
さ
な
カ
ミ
キ
リ

な
の
で
あ
る
程
度
死
骸
確
認

は
で
き
て
も
全
体
像
を
掴
む

検
証
は
難
し
い
。

問　

サ
ビ
マ
ダ
ラ
オ
オ
ホ
ソ

カ
タ
ム
シ
（
昆
虫
）、
ヤ
マ

ガ
ラ
、ア
カ
ゲ
ラ
な
ど
（
鳥
）、

ボ
ー
ベ
リ
ア
菌
（
微
生
物
）

と
い
っ
た
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
の
天
敵
を
活
用
し
た

低
コ
ス
ト
の
防
除
資
材
で
あ

れ
ば
、
環
境
基
本
計
画
、
地

下
水
保
全
・
涵か

ん

養
条
例
に
合

致
し
た
駆
除
・
防
除
対
策
と

思
う
が
ど
う
か
。

農
林
部
長　

あ
る
程
度
有
効

な
方
策
で
あ
る
と
承
知
し
て

い
る
。
市
内
の
グ
ル
ー
プ
で

松
林
の
な
か
に
巣
箱
を
か
け

て
キ
ツ
ツ
キ
の
生
息
数
を
増

や
そ
う
と
い
う
活
動
を
し
て

い
る
。
カ
ミ
キ
リ
を
捕
食
す

る
取
り
組
み
だ
が
、
極
め
て

早
い
時
期
に
効
果
が
出
る
と

い
う
の
は
難
し
い
。
薬
剤
散

布
の
量
は
非
常
に
少
な
い
の

で
、
影
響
は
少
な
い
と
認
識

し
て
い
る
。
雨
水
は
森
林
に

保
持
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
表

面
を
流
亡
し
、
川
へ
流
れ
て

し
ま
う
状
況
だ
。
更
新
伐
に

よ
っ
て
森
林
を
広
葉
樹
の
よ

う
な
涵か

ん

養
力
の
あ
る
森
林
に

し
、
地
下
水
条
例
の
精
神
に

合
致
し
た
も
の
と
な
ろ
う
。

薬
剤
空
中
散
布
で
松
く
い
虫
被
害
を

く
い
止
め
ら
れ
る
か

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

下　

里　

喜
代
一　

ha

マツノマダラカミキリ
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議案等の審議結果

平成 25 年安曇野市議会３月定例会審議結果

【市長提出議案等】

議案番号 件　　　　　　名 結　果

報告第 1号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（林道事故に関すること）

受　　理

報告第 2号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（自動車事故に関すること）

受　　理

報告第 3号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（自動車事故に関すること）

受　　理

報告第 4号
地方自治法第 180 条の規定による専決処分の報告に
ついて（自動車事故に関すること）

受　　理

議案第 1号
安曇野市特別職報酬等審議会条例及び安曇野市証人、参考人
等の費用弁償等の支給に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 2号
安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一
部を改正する条例

原案可決

議案第 3号
安曇野市職員の分限に関する手続及び効果に関する
条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 4号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 5号 安曇野市地下水の保全・涵
かん

養及び適正利用に関する条例 原案可決

議案第 6号
安曇野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部
を改正する条例

原案可決

議案第 7号
地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるため
の関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

原案可決

議案第 8号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 9号 安曇野市農業農村振興基本条例 原案可決

議案第 10 号 安曇野市市道の構造の技術的基準に関する条例 原案可決

議案第 11 号 安曇野市市道に設ける道路標識の寸法に関する条例 原案可決

議案第 12 号
安曇野市準用河川管理施設等の構造の技術的基準に
関する条例

原案可決

議案第 13 号 安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 14 号
安曇野市における高齢者、障害者等の移動等の円滑化の
ために必要な特定公園施設の設置の基準に関する条例

原案可決

議案第 15 号 安曇野市都市下水路条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 16 号 安曇野市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 17 号
安曇野市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並
びに水道技術管理者の資格基準に関する条例

原案可決

議案第 18 号 安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 19 号
安曇野市図書館条例及び安曇野市交流学習センター
条例の一部を改正する条例

原案可決

議案第 20 号 平成 24 年度安曇野市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 21 号
平成 24 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付
事業特別会計補正予算（第２号）

原案可決

議案第 22 号
平成 24 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予
算（第４号）

原案可決

議案第 23 号
平成 24 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号）

原案可決

議案第 24 号 平成24年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第 25 号
平成 24 年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

原案可決

議案第 26 号
平成 24 年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補
正予算（第２号）

原案可決

議案第 27 号
平成 24 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補
正予算（第２号）

原案可決

議案第 28 号 平成24年度安曇野市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決

議案第 29 号 平成 25 年度安曇野市一般会計予算 原案可決

議案第 30 号
平成 25 年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付
事業特別会計予算

原案可決

議案第 31 号 平成 25 年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第 32 号 平成 25 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第 33 号 平成 25 年度安曇野市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第 34 号 平成 25 年度安曇野市下水道事業特別会計予算 原案可決

議案第 35 号 平成 25 年度安曇野市農業集落排水事業特別会計予算 原案可決

議案第 36 号 平成 25 年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第 37 号 平成 25 年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第 38 号 平成 25 年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第 39 号 平成 25 年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第 40 号 平成 25 年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第 41 号 平成 25 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第 42 号 平成 25 年度安曇野市水道事業会計予算 原案可決

議案第 43 号 平成 25 年度安曇野市営宿舎事業会計予算 原案可決

議案第 44 号 第１次安曇野市総合計画基本構想の変更について 原案可決

議案第 45 号 安曇野市新本庁舎建設工事請負契約について 原案可決

議案第 46 号 安曇野松筑広域環境施設組合規約の変更について 原案可決

議案第 47 号 市道の廃止について 原案可決

議案第 48 号 市道の認定について 原案可決

議案第 49 号
平成 24 年度安曇野市水道事業会計資本剰余金の処
分について

原案可決

議案第 50 号 教育委員会委員の任命について 同　　意

議案第 51 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任

【修正案】

件　　　　　　名 結　果

「議案第 19 号　安曇野市図書館条例及び安曇野市交流学習セン
ター条例の一部を改正する条例」に対する修正案

否　　決

【請願】

番　号 件　　　　　　名 結　果

平成 24 年
請願第 14 号

安心できる介護保険制度の実現を求める請願書 不 採 択

請願第 1号
市の広報宣伝事業にあづみ野エフエム放送を活用す
る請願

継続審査

【議員提出議案】

番　号 件　　　　　　名 結　果

議員提出
第 1号

基本構想及び基本計画の議決に関する条例 原案否決

議員提出
第 2号

安曇野市議会政務調査費の交付に関する条例の一部
を改正する条例

原案可決

議員提出
第 3号

安曇野市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

議員提出
第 4号

安曇野市議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

議員提出
第 5号

地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」の建設につ
いての意見書

原案可決

議員提出
第 6号

議員派遣について 原案可決
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問　

安
曇
野
市
発
足
８
年

目
、
合
併
効
果
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
と
、
昨
年
２
月
実
施

の
市
民
意
向
調
査
（
満
足
度
）

結
果
に
よ
る
重
要
度
が
高
く

満
足
度
の
低
い
「
歩
道
や
通

学
路
の
整
備
」
に
つ
い
て
は

重
要
課
題
で
あ
る
が
こ
の
整

備
に
関
す
る
現
状
認
識
と
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

自
立
性
・
自
主
性
の

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
職
員
数
の
適
正
化
や
行

政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
意
識

改
革
の
も
と
、
指
定
管
理
者

制
度
を
活
用
し
民
間
委
託
に

よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直

し
と
更
に
市
民
参
加
シ
ス
テ

ム
、
広
聴
制
度
の
充
実
な
ど

行
財
政
運
営
の
効
率
化
及
び

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
た
。

　

合
併
効
果
と
し
て
市
民
意

向
調
査
結
果
の
満
足
度
に
お

い
て
主
に
生
活
基
盤
に
関
す

る
こ
と
、
福
祉
や
健
康
長
寿

に
関
す
る
こ
と
、
教
育
に
関

す
る
こ
と
等
に
一
定
の
満
足

度
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今

後
も
合
併
の
効
果
を
よ
り
高

め
る
た
め
に
も
協
働
の
ま
ち

問　

近
年
、
空
き
家
の
増
加

は
過
疎
地
域
の
み
な
ら
ず
全

国
的
な
傾
向
に
あ
る
。
適
切

に
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

た
空
き
家
は
、
近
隣
の
防
犯

や
景
観
、
環
境
、
衛
生
の
悪

化
、
倒
壊
等
の
危
険
性
が
あ

り
大
き
な
行
政
課
題
と
な
る

と
考
え
る
。
市
の
空
き
家
問

題
の
認
識
、
空
き
家
の
実
態

把
握
・
調
査
の
現
状
お
よ
び

今
後
の
取
り
組
み
、
特
に
周

辺
に
問
題
を
抱
え
る
空
き
家

の
対
策
を
伺
う
。

企
画
財
政
部
長 

こ
れ
ま
で

独
自
に
空
き
家
の
実
態
調
査

は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や

持
ち
家
に
対
す
る
価
値
観
の

変
化
な
ど
に
よ
り
住
宅
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
空
き

家
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
周
辺
に
対
し
て
問
題
の

あ
る
空
き
家
や
有
効
活
用
が

で
き
そ
う
な
空
き
家
を
洗
い

出
す
た
め
に
は
、
自
治
組
織
、

区
等
に
も
協
力
を
得
な
が

ら
、
市
全
域
で
の
空
き
家
の

実
態
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

最
近
の
部
長
会
議
等
で
、
基

準
を
設
け
て
、
新
年
度
か
ら

づ
く
り
を
推
進
し
旧
５
地
域

の
一
体
感
の
醸
成
を
図
っ
て

い
く
。

都
市
建
設
部
長　

通
学
路
の

安
全
確
保
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
昨

年
実
施
し
た
通
学
路
の
緊
急

合
同
点
検
結
果
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
市
内
32
ヵ
所

で
実
施
し
、
そ
の
う
ち
安
全

施
設
整
備
を
要
す
る
箇
所
が

20
ヵ
所
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
道
路
管
理
者
が
異
な
る

が
、
長
野
県
に
は
対
応
い
た

だ
き
国
土
交
通
省
は
25
年
度

の
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

市
で
は
24
年
度
４
ヵ
所
25
年

度
６
ヵ
所
実
施
す
る
。
ま
た

歩
道
に
つ
い
て
は
、
25
年
度

か
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

次
に
通
学
路
の
歩
道
整
備

状
況
は
小
・
中
各
学
校
か
ら

半
径
１
㎞
圏
内
の
通
学
路
延

長
に
対
す
る
歩
道
整
備
率
は

全
体
で
30
％
ま
た
全
通
学
路

に
対
す
る
歩
道
整
備
率
は
全

体
で
25
％
と
な
っ
て
い
る
。

補
助
金
等
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
児
童
生
徒
の
通
行
が
多

く
学
校
に
近
い
必
要
箇
所
か

ら
歩
道
の
整
備
促
進
を
図

実
態
調
査
を
積
極
的
に
実
施

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

問　

空
き
家
に
つ
い
て
の
住

民
か
ら
の
苦
情
や
相
談
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
環
境
部
長　

管
理
さ
れ

な
い
ま
ま
荒
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
空
き
家
や
空
き
地
に
つ

い
て
の
苦
情
や
相
談
は
、
各

総
合
支
所
の
地
域
支
援
課
に

そ
れ
ぞ
れ
数
件
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
区
長
に
も
地
域
の
問

題
と
し
て
話
が
持
ち
込
ま
れ

て
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

問　

空
き
家
対
策
の
た
め
所

管
部
署
の
一
元
化
や
所
有
者

に
空
き
家
の
適
正
管
理
を
義

務
づ
け
る
条
例
制
定
が
必
要

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　

空
き
家
は
私
有
物
で

あ
り
所
有
者
の
責
任
で
管
理

す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る

が
、
所
有
者
が
住
ん
で
い
な

か
っ
た
り
所
在
不
明
等
で
長

期
間
空
き
家
と
な
り
近
隣
住

民
に
不
安
感
が
広
が
っ
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
区
や
関
係

団
体
と
連
携
を
図
る
こ
と
を

前
提
と
し
な
が
ら
、
庁
内
の

関
係
部
署
で
し
っ
か
り
検
討

る
。

温
浴
施
設
（
し
ゃ
く
な
げ
荘
）

と
周
辺
整
備
計
画
に
つ
い
て

問　

温
浴
施
設
及
び
周
辺
整

備
計
画
の
概
要
を
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

温
浴
施
設

は
天
然
温
泉
を
利
用
し
て
市

民
が
集
い
交
流
し
、
健
康
と

福
祉
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
魅
力
あ
る
観
光
拠
点
等
の

基
幹
施
設
と
位
置
づ
け
る
。

　

周
辺
整
備
計
画
は
温
浴
施

設
を
中
核
と
し
水
、
農
、
食
、

文
化
振
興
を
発
信
す
る
場
を

基
本
に
、
滞
在
型
観
光
に
資

す
る
に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出

や
、
登
山
者
用
駐
車
場
の
整

備
と
と
も
に
周
辺
エ
リ
ア
の

富
士
尾
沢
の
遊
歩
道
な
ど
一

体
的
に
整
備
を
図
っ
て
い

く
。

問　

周
辺
整
備
全
体
の
整
備

規
模
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

敷
地
面
積

と
し
て
は
ビ
フ
ま
で
含
め
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
更
に
遊
歩
道

や
周
辺
道
路
を
含
め
相
当
広

い
エ
リ
ア
の
構
想
を
考
え
て

い
く
。

し
主
体
的
に
取
り
組
む
担
当

部
署
を
決
め
た
い
。
各
総
合

支
所
が
地
域
の
実
情
を
よ
く

わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
ま
ず

は
実
態
調
査
か
ら
始
め
た

い
。
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い

が
、
将
来
に
向
け
て
検
討
し

た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○ 

公
営
住
宅
の
補
完
と
し
て

の
空
き
家
ス
ト
ッ
ク
の
有

効
活
用

○ 

市
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設

の
指
定
管
理

合
併
効
果
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と

市
民
意
向
調
査
結
果
は

信
進
ク
ラ
ブ　

藤　

原　

廣　

德

空
き
家
の
実
態
把
握
と

｢

放
置
さ
れ
た
空
き
家｣
へ
の
対
策

公
明
党　

松　

森　

幸　

一「空き家」の相談窓口
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一 般 質 問
問　

25
年
度
の
一
般
会
計
総

予
算
は
３
８
９
億
円
、
前
年

度
比
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
額

で
今
ま
で
の
最
高
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
財
政
運
営
及

び
財
政
規
律
を
考
え
る
う
え

に
お
い
て
、
ハ
ー
ド
事
業
費

で
の
公
共
施
設
の
在
り
方

は
、「
ス
ト
ッ
ク
の
時
代
」

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
見
送
っ
た
事
業
は

何
か
。
そ
し
て
、
地
方
交
付

税
の
１
億
円
の
減
額
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

市
に
お
い
て
、
人
口

減
少
が
予
測
さ
れ
る
が
、
何

と
し
て
も
10
万
人
都
市
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　

特
に
就
労
人
口
の
減
少
、

こ
れ
は
歳
入
予
算
の
根
幹
で

あ
る
の
で
、
税
収
等
の
減
収

を
意
味
し
て
い
る
。
高
齢
者

人
口
の
増
加
等
に
よ
り
社
会

保
障
の
占
め
る
割
合
が
年
々

増
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

が
、
公
共
施
設
な
ど
の
社
会

資
本
の
整
備
も
多
く
の
市
民

か
ら
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
だ
充
足
し
た
状
況
に
は

な
い
。

　

一
時
的
な
大
き
な
予
算
を

問　

休
日
が
ん
検
診
の
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長　

検
診
機
関
、
医
療
機

関
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
今
年
度
は
難
し
い
が
、

受
診
環
境
の
整
備
と
い
う
点

で
、
検
診
機
関
や
、
医
療
機

関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
、
今
後
検
討
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
担
当
部
局
と
積
極

的
に
相
談
し
な
が
ら
、
受
診

率
の
向
上
に
努
め
た
い
。

問　

複
数
の
が
ん
検
診
の
実

施
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
、
胃

と
大
腸
に
つ
い
て
は
一
緒
に

行
っ
て
い
る
。
今
年
度
に
つ

い
て
は
こ
の
体
制
で
考
え
て

い
る
が
、
検
討
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
く
。

投
票
率
向
上
の
た
め
に

問　

期
日
前
投
票
の
宣
誓
書

の
記
入
に
つ
い
て
、
待
ち
時

間
の
解
消
や
、
高
齢
者
が
緊

張
し
な
い
た
め
に
も
、
入
場

券
に
印
刷
し
て
、
自
宅
で
記

入
で
き
な
い
か
伺
う
。

総
務
部
長　

昨
年
の
衆
議
院

選
挙
の
際
、
期
日
前
投
票
を

必
要
と
す
る
公
共
、
公
用
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
使

え
る
も
の
は
使
っ
て
い
く
の

が
当
然
で
あ
る
が
不
必
要
な

も
の
は
取
り
壊
し
て
整
備
し

て
い
く
。

　

当
然
、
世
代
間
の
応
分
の

負
担
は
伴
っ
て
く
る
。
ま
た
、

有
利
な
特
定
財
源
を
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
一

般
財
源
を
で
き
る
だ
け
確
保

す
る
こ
と
で
こ
の
難
局
を
乗

り
切
っ
て
行
く
。

　

見
送
っ
た
事
業
は
明
科
南

部
保
育
園
で
あ
る
。
ま
た
、

防
災
・
災
害
情
報
等
伝
達
シ

ス
テ
ム
の
整
備
事
業
、
穂
高

会
館
の
耐
震
補
強
改
修
事
業

を
２
ヵ
年
事
業
と
し
た
。

総
務
部
長　

国
家
公
務
員
の

給
与
減
額
支
給
措
置
を
踏
ま

え
て
、
地
方
公
共
団
体
も
速

や
か
に
国
に
準
じ
て
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
が

出
て
い
る
。
給
与
減
額
の
補

正
予
算
や
条
例
改
正
を
す
る

場
合
に
は
６
月
の
議
会
で
お

願
い
し
た
い
。

義
務
教
育
目
標
の
位
置
付
け

つ
い
て

利
用
し
た
方
の
う
ち
、
60
歳

以
上
の
方
は
、
49
・
２
％
で

あ
り
、
自
宅
で
落
ち
着
い
て

宣
誓
書
を
記
入
し
た
い
と
の

ご
意
見
も
あ
り
、
宣
誓
書
を

投
票
所
入
場
券
に
印
刷
す
る

こ
と
を
市
の
選
挙
管
理
委
員

会
定
例
会
に
て
決
定
し
て
い

る
。
７
月
の
参
議
院
選
挙
か

ら
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て

コ
ピ
ー
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
記
入
欄
に
つ
い
て
も
、

記
入
し
や
す
い
よ
う
な
形

で
、
現
在
作
成
を
進
め
て
い

る
。

問　

期
日
前
及
び
不
在
者
投

票
の
宣
誓
書
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
様
式
を
掲
載
し

て
あ
れ
ば
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
の
で
、
有
権
者
の
負
担

軽
減
に
な
り
、
若
い
世
代
も

参
加
し
や
す
い
の
で
は
な
い

か
。

総
務
部
長　

市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て
も
、

参
議
院
選
挙
よ
り
、
行
う
と

い
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

る
。

問　

期
日
前
投
票
所
の
拡
大

に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

現
在
市
内
５
ヵ

問　

国
際
社
会
へ
の
対
応
能

力
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
語
学
力
、
礼
儀
作

法
な
ど
も
合
わ
せ
ど
の
よ
う

に
教
育
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

新
規
事
業
と
し
て

生
徒
の
語
学
力
向
上
の
成
果

を
上
げ
る
こ
と
を
狙
い
と
し

て
、
希
望
す
る
者
に
は
課
外

活
動
に
お
い
て
国
際
共
通
語

と
も
な
り
つ
つ
あ
る
英
語
を

使
っ
て
聞
い
た
り
話
し
た
り

す
る
力
を
高
め
る
機
会
を
提

供
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○ 

学
校
で
の
体
罰
・
い
じ
め

問
題
に
つ
い
て

所
に
指
定
し
て
い
る
。
衆
議

院
選
挙
で
は
、
約
25
％
の
方

が
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
い

た
だ
い
た
。
市
内
と
し
て
は
、

駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
人
が
多
く
集
ま

る
所
が
考
え
ら
れ
る
。
選
挙

管
理
委
員
会
で
、
場
所
等
に

つ
い
て
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
、
利
用
し

や
す
い
場
所
と
い
う
形
で
、

少
し
で
も
期
日
前
投
票
所
の

設
置
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
の
た
め
に

問　

市
で
取
り
組
む
フ
ァ
イ

ブ
・
コ
グ
方
式
と
両
輪
で
、

福
井
県
若
狭
町
モ
デ
ル
の
よ

う
な
、
対
処
法
が
ア
ド
バ
イ

ス
で
き
る
看
護
師
に
よ
る
訪

問
支
援
が
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

民
生
委
員

が
訪
問
し
て
い
る
が
、
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
特
に
心
配
な

方
は
保
健
師
に
よ
る
訪
問
を

し
て
い
る
。
今
後
訪
問
件
数

の
増
加
、
状
況
の
変
化
に
よ

り
、
検
討
し
て
い
く
。

25
年
度
総
予
算
３
８
９
億
円
、

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

無
所
属
連
合　

吉　

田　

滿　

男

が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
た
め
に

公
明
党　

藤　

原　

陽　

子

晴れの入学式（穂高西中）
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問　

先
日
、
移
住
・
定
住
促

進
会
議
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
委
員
か
ら
は
大
変

前
向
き
で
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
、
私
も
以
前
か
ら
考
え

て
い
た
こ
と
も
あ
り
今
回
質

問
す
る
。
ま
ず
、
第
１
次
総

合
計
画
基
本
構
想
の
後
期
基

本
計
画
の
人
口
見
通
し
で

は
、
前
期
計
画
を
変
更
し

10
万
に
は
届
か
な
い
上
で
の

計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
人

口
動
態
か
ら
今
後
の
具
体
策

を
伺
う
。

市
長　

平
成
28
年
度
か
ら
市

内
の
人
口
は
減
少
に
転
じ
る

と
予
想
さ
れ
る
。
人
口
減
に

歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
行

政
と
民
間
に
よ
る
様
々
な
取

り
組
み
を
し
、
連
携
協
力
を

し
合
い
な
が
ら
政
策
を
進
め

る
。「
住
ん
で
み
た
い
。
住

ん
で
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
な
市
を
実
現
す
る
た

め
、
安
曇
野
市
移
住
・
定
住

促
進
会
議
か
ら
も
、
既
成
概

念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
新
し

い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
戴
し
な

が
ら
、
人
口
10
万
人
達
成
に

向
け
て
進
む
べ
き
方
向
、
施

策
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。

問　

産
業
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
企
業
誘
致
す
る
に
も
安

曇
野
産
業
団
地
は
あ
と
残
り

１
区
画
だ
。
企
業
誘
致
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
準
備
は

あ
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

従
来
ま
で

の
土
地
の
立
地
条
件
な
ど
の

ほ
か
に
、
地
域
資
源
が
活
用

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
も
明

確
に
企
業
側
に
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。
安
曇
野
市
で
生
産

活
動
し
て
い
く
上
で
の
メ

リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
、
今
後
必
要
に
な
る
こ

と
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

く
。

問　

人
口
増
減
か
ら
見
る
と

新
規
就
農
者
や
親
元
農
家
の

支
援
も
重
要
な
施
策
と
考
え

る
が
、
25
年
度
の
施
策
に
つ

い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

農
業
の
後
継
者

不
足
に
対
し
て
は
、
認
定
農

業
者
に
限
る
な
ど
の
条
件
は

あ
る
が
、
親
元
就
農
支
援
金

制
度
を
設
け
た
。
ま
た
、
Ｉ

タ
ー
ン
等
で
新
規
に
就
農
希

望
者
に
対
し
て
は
、
22
年
度

か
ら
生
活
支
援
基
金
制
度
を

創
設
し
支
援
し
て
い
る
が
、

24
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
の

青
年
就
農
給
付
金
制
度
の
方

が
有
利
な
た
め
、
要
件
に
合

う
方
は
そ
ち
ら
に
移
行
し
て

い
く
。
ま
た
、
制
度
だ
け
で

は
な
く
農
業
再
生
協
議
会
の

中
で
、
就
農
支
援
室
を
設
け

た
。
市
の
担
当
者
と
Ｊ
Ａ
の

担
当
者
が
一
体
と
な
っ
て
、

食
べ
て
い
け
る
農
業
経
営
の

後
押
し
を
し
て
い
く
。

問　

移
住
予
定
者
の
中
に

は
、
幼
稚
園
を
希
望
す
る
声

を
聞
く
。
市
内
に
は
穂
高
に

１
園
あ
る
の
み
で
南
部
地
域

に
は
な
い
。
そ
こ
で
、
国
で

８
月
に
「
子
ど
も
子
育
て
３

法
」
が
成
立
し
た
の
を
受

け
、
市
内
で
も
認
定
こ
ど
も

園
を
造
る
可
能
性
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長　

望
ま
し
い
保
育
を
選

択
で
き
る
環
境
を
作
る
た
め

に
、
幼
児
教
育
と
保
育
を
一

体
的
に
提
供
す
る
施
設
の
必

要
性
は
あ
る
。
た
だ
児
童
の

受
け
入
れ
に
伴
う
保
育
士
の

雇
用
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

あ
る
中
で
、
創
設
を
含
め
た

検
討
は
進
め
た
い
。

移
住
・
定
住
の
促
進
で
10
万
都
市
を

目
指
す
施
策
に
つ
い
て

公
明
党　

小　

松　

芳　

樹

問　

現
代
に
お
い
て
未
成
年

者
の
犯
罪
等
、
人
の
道
か
ら

外
れ
る
事
案
が
多
く
発
生
し

て
い
る
。
道
徳
心
、
倫
理
観

が
喪
失
し
て
い
る
。

　

教
育
３
本
の
柱
「
知
育
」

「
徳
育
」「
体
育
」の
う
ち
、「
徳

育
」
道
徳
教
育
に
問
題
が
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

　

教
育
長
に
、
ど
の
よ
う
に

感
じ
て
お
ら
れ
る
の
か
お
聞

き
す
る
。

教
育
長　

情
報
の
氾
濫
す
る

こ
の
時
代
、
一
旦
身
に
着
け

た
道
徳
性
も
、
社
会
状
況
の

な
か
で
揺
ら
ぎ
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
改
訂
さ
れ
た
指
導
要

領
に
基
づ
い
て
、
国
・
県
で

示
さ
れ
た
目
標
、
ね
ら
い
に

沿
っ
て
道
徳
教
育
を
進
め
、

４
つ
の
窓
か
ら
迫
っ
て
い

る
。
１
つ
は
、
自
分
自
身
に

関
わ
る
こ
と
。
向
上
心
、
忍

耐
、
努
力
、
自
立
。
２
つ
、

他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関

す
る
こ
と
。
礼
儀
、
思
い
や

り
、
友
情
、
尊
敬
、
敬
う
心
。

３
つ
は
、
自
然
や
崇
高
な
も

の
の
か
か
わ
り
、
命
に
関
す

る
こ
と
。
４
つ
、
集
団
や
社

会
と
の
か
か
わ
り
。
善
悪
の

判
断
、
集
団
や
社
会
の
決
ま

り
等
々
。
以
前
は
、
家
庭
で

養
わ
れ
て
い
た
部
分
も
大
き

か
っ
た
。

　

こ
れ
を
今
、
学
校
教
育
の

な
か
で
補
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
実
情
も
あ
る
。

　

道
徳
心
を
備
え
た
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
か
ね
ば

と
、
改
め
て
実
感
し
て
い
る
。

問　

道
徳
教
育
に
使
用
す
る

資
料
は
、
使
う
、
使
わ
な
い

と
い
う
の
は
教
師
の
判
断
で

で
き
る
。
全
国
に
配
布
が
決

ま
っ
た
「
心
の
ノ
ー
ト
」
が

あ
る
。
道
徳
の
副
教
本
と
し

て
適
切
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
使
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
を
込
め
て
、
実
際
に
使
う

の
か
、
ど
の
よ
う
な
扱
い
を

す
る
の
か
、
教
育
長
に
お
聞

き
す
る
。

教
育
長　

「
心
の
ノ
ー
ト
」

の
使
用
に
つ
い
て
、
内
容
的

に
も
４
つ
の
窓
口
同
様
、
効

果
は
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。
全
学
校
、
全
教
室
で
絶

対
に
使
い
な
さ
い
と
い
う
方

向
は
考
え
て
い
な
い
。

　

長
野
県
で
昔
か
ら
使
っ
て

き
た
副
教
本「
私
た
ち
の
道
し

る
べ
」は
、有
効
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
て
お
り
、多
く
の
小
・

中
学
校
で
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

「
心
の
ノ
ー
ト
」
を
使
わ

な
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

学
校
、
教
師
の
と
こ
ろ
で
ね

ら
い
に
よ
っ
て
、
ど
ち
ら
の

教
材
を
使
っ
て
や
る
か
と
い

う
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
判
断
し

て
い
た
だ
い
て
、
両
方
活
用

を
す
る
考
え
で
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○ 

安
曇
野
市
に
お
け
る
大
規

模
災
害
発
生
直
後
の
72
時

間
に
つ
い
て

安
曇
野
市
に
お
け
る
小
・
中
学
生
の

道
徳
教
育
に
つ
い
て

常
念
会　

内　

川　

集　

雄道徳授業（豊科東小学校）
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一 般 質 問
問　

後
期
５
年
間
の
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
、
将
来
都
市

像
を
「
北
ア
ル
プ
ス
に
育
ま

れ
共
に
響
き
合
う
田
園
産
業

都
市
」
に
変
更
さ
れ
た
。「
共

に
響
き
合
う
」
具
体
的
な
施

策
を
伺
う
。

市
長　

地
域
の
一
体
感
と
同

時
に
、
各
種
産
業
と
の
連
携

や
福
祉
・
健
康
・
環
境
・
文

化
な
ど
が
市
民
、
事
業
者
、

自
治
会
な
ど
と
絆
を
強
め
助

け
合
っ
て
相
乗
効
果
を
生
み

出
す
思
い
で
共
に
響
き
合
う

田
園
産
業
都
市
と
し
た
。
具

体
的
な
施
策
と
し
て
、「
健

康
で
暮
ら
せ
る
喜
び
を
実
感

で
き
る
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
47
の
分

野
別
基
本
施
策
と
１
４
７
の

具
体
的
な
施
策
を
あ
げ
て
い

る
。
狭
義
な
施
策
と
し
て
は
、

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
中
で
、
地
域
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
強
化
や
区
へ
の
加
入

促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

地
域
が
響
き
合
う
に

は
、
区
や
隣
組
の
在
り
方
や

活
性
化
が
必
要
と
思
う
が
。

企
画
財
政
部
長　

市
と
し
て

も
区
長
会
と
連
携
を
と
り
な

問　

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
医
療
諸
費
の
抑
制
に
つ

い
て
、
団
塊
の
世
代
が
65
歳

を
迎
え
、
ま
す
ま
す
医
療
諸

費
が
伸
び
る
と
予
想
さ
れ
る

中
で
「
健
康
長
寿
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
重
点
施
策
に
位
置

づ
け
て
い
る
が
抑
制
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

指
摘
の
と
お
り
、
国

保
医
療
関
係
は
平
均
約
２
億

円
程
伸
び
て
い
る
。
全
国
的

に
は
医
療
費
の
約
３
割
は
生

活
習
慣
病
が
占
め
、
そ
の
対

策
は
健
診
受
診
率
の
向
上
を

図
り
、
健
診
デ
ー
タ
を
も
と

に
発
症
予
防
を
重
点
に
、
重

症
化
予
防
の
た
め
保
健
指
導

を
き
め
細
か
く
取
り
組
む
。

ま
た
、
個
人
の
健
康
を
支
え

る
た
め
に
、
地
域
で
の
健
康

体
操
教
室
、
学
習
会
、
栄
養

教
室
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
等
充

実
し
財
政
的
に
も
支
援
す

る
。
全
て
の
世
代
が
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
健
や
か
に
生

き
生
き
生
活
で
き
る
市
を
目

指
し
て
市
民
の
主
体
的
な
活

動
を
支
援
し
な
が
ら
健
康
長

寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め

が
ら
、
区
へ
の
協
力
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
。

人
口
増
加
対
策
に
つ
い
て

問　

当
市
の
人
口
は
、
平
成

28
年
よ
り
減
少
す
る
報
告
で

あ
る
が
、
安
曇
野
市
移
住
・

定
住
促
進
会
議
並
び
に
都
市

圏
で
の
広
報
活
動
の
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

企
画
財
政
部
長　

市
の
発
展

を
願
い
、
施
策
を
民
間
感
覚

で
立
案
し
て
頂
く
も
の
で
あ

る
。
14
人
構
成
で
移
住
者
が

５
人
占
め
、
市
の
魅
力
の
情

報
発
信
や
不
足
し
て
い
る
施

策
な
ど
を
洗
い
出
し
、
人
口

増
の
企
画
立
案
に
活
用
す

る
。
ま
た
、
都
市
圏
者
対
象

に
「
安
曇
野
暮
ら
し
セ
ミ

ナ
ー
」
を
東
京
で
２
回
、
大

阪
で
１
回
開
催
す
る
計
画
で

あ
る
。
移
住
・
定
住
の
み
な

ら
ず
安
曇
野
の
魅
力
を
知
っ

て
頂
き
、
誘
客
と
の
二
重
効

果
を
期
待
し
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
。

問　

移
住
・
定
住
促
進
の
た

め
に
、
寒
冷
地
手
当
や
通
勤

時
間
短
縮
に
伴
う
梓
橋
の
橋

梁
改
築
が
検
討
で
き
な
い

る
。

問　

市
の
生
活
習
慣
病
の
現

状
と
課
題
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長　

市
は
国
・

県
に
比
べ
脳
血
管
疾
患
が
高

く
、
原
因
は
高
血
糖
、
高
血

圧
と
言
わ
れ
、
こ
の
原
因
と

対
処
法
を
個
別
に
指
導
す
る

対
策
が
大
事
だ
。

問　

特
定
健
診
事
業
の
受
診

率
は
平
成
24
年
度
目
標
65
％

に
対
比
約
40
％
の
見
込
み
で

あ
り
、
特
に
40
歳
50
歳
代
の

受
診
率
が
10
％
台
と
低
い
。

早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
医

療
費
を
削
減
す
る
た
め
に

「
節
目
の
健
診
」
を
無
料
に

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
検
査

内
容
を
充
実
で
き
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長　

特
定
健
康

診
査
は
平
成
20
年
の
制
度
開

始
以
来
約
９
％
向
上
し
て
い

る
が
、
年
齢
、
性
別
ご
と
の

受
診
状
況
は
40
代
、
50
代
は

非
常
に
低
い
。
こ
の
世
代
は

仕
事
や
家
庭
、
子
育
て
等
大

変
多
忙
で
健
診
に
行
く
こ
と

が
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

健
診
を
受
診
す
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
し
て
、
自
分
自
身

の
健
康
管
理
に
関
心
を
持

か
。

市
長　

例
え
ば
、
財
政
的
な

援
助
と
し
て
灯
油
の
支
援
、

固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど
も

一
つ
の
方
策
と
考
え
る
。

都
市
建
設
部
長　

ア
ル
プ
ス

大
橋
の
開
通
に
よ
り
、
梓

橋
の
通
勤
時
渋
滞
長
は
、

１
３
４
５
ｍ
か
ら
２
６
０
ｍ

に
改
善
さ
れ
た
。
老
朽
化
し

た
橋
梁
で
あ
る
が
、
県
の
橋

梁
健
全
度
調
査
等
か
ら
暫
く

経
過
観
察
と
な
っ
て
い
る
。

渋
滞
緩
和
等
、
橋
梁
架
け
替

え
の
み
な
ら
ず
広
域
的
な
観

点
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

ち
、
思
わ
ぬ
病
気
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
役
立
ち
、

継
続
受
診
、
受
診
率
向
上
に

期
待
で
き
る
の
で
40
歳
、
50

歳
の
節
目
検
診
を
医
師
会
と

の
調
整
が
で
き
れ
ば
25
年
度

か
ら
実
施
を
考
え
る
。
検
査

内
容
の
充
実
は
国
で
決
め
て

い
る
必
須
検
査
項
目
の
ほ
か

に
、
腎
臓
機
能
の
数
値
を
は

か
る
血
清
尿
酸
と
血
清
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
の
検
査
及
び
貧
血

検
査
を
独
自
項
目
と
し
て
追

加
し
て
い
る
。

問　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い

て
、保
健
師
、栄
養
士
等
、健
康

推
進
委
員
は
足
り
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
状
の
人

員
で
効
果
的
、
効
率
的
に

や
っ
て
い
く
。

問　

児
童
・
生
徒
の
生
活
習

慣
と
送
迎
対
策
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

規
則
正
し
い
生

活
習
慣
の
チ
ェ
ッ
ク
と
「
早

寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
極
力

徒
歩
通
学
を
保
護
者
と
と
も

に
指
導
徹
底
を
し
た
い
。

狭
義
に
捉
え
て
の「
共
に
響
き
合
う
」

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て

し
ん
風
会　

小　

松　

洋
一
郎

医
療
費
の
伸
び
抑
制
は

特
定
健
診
40
・
50
歳
無
料
に

信
進
ク
ラ
ブ　

黒　

岩　

宏　

成

区の新入居者紹介場面
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問　

日
米
首
脳
会
談
を
踏
ま

え
発
表
さ
れ
た
共
同
声
明
で

は
、
関
税
を
撤
廃
す
る
こ
と

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
原
則
と
し
た
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
を
確
認
す
る
と

し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
重

要
品
目
は
全
て
関
税
撤
廃
を

求
め
ら
れ
る
。
経
営
規
模
が

１
０
０
倍
、
１
５
０
０
倍
も

あ
る
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
農
業
に
太
刀
打
ち

で
き
な
い
。
安
曇
野
市
の
基

幹
産
業
の
一
つ
と
う
た
っ
て

い
る
農
業
を
持
続
可
能
な
も

の
に
し
て
い
く
こ
と
と
Ｔ
Ｐ

Ｐ
は
相
容
れ
な
い
と
思
う

が
。

市
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に

つ
い
て
は
国
論
を
２
分
し
て

い
る
。
我
が
国
が
十
分
な
情

報
公
開
や
国
民
的
議
論
を

も
っ
と
尽
く
し
て
、
農
業
と

農
村
を
守
る
具
体
的
な
施
策

を
示
さ
な
い
限
り
、
現
状
で

参
加
を
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
。

問　

こ
の
３
月
議
会
で
出
さ

れ
て
い
る
農
業
農
村
振
興
条

例
案
と
の
関
係
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

農
林
部
長　

市
の
計
画
や
条

例
を
作
る
段
階
で
も
、
か
な

り
難
し
い
状
況
に
な
る
こ
と

も
あ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ

て
つ
く
っ
て
い
た
だ
い
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
結
果
、
ど
の
よ
う

な
社
会
情
勢
に
な
っ
て
も
地

域
を
挙
げ
て
農
業
農
村
へ
と

押
し
寄
せ
る
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
理
念
が
こ
の
条

例
に
は
貫
か
れ
て
い
る
。

問　

食
料
主
権
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る

か
。

農
林
部
長　

食
料
主
権
、
こ

れ
を
担
保
し
確
保
す
る
の
が

国
の
政
治
だ
。

北
小
倉
に
あ
る
産
廃
施
設
の

防
音
壁
に
つ
い
て

問　

こ
の
施
設
の
防
音
壁

は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
５

メ
ー
ト
ル
の
壁
に
約
４
、
５

メ
ー
ト
ル
の
壁
が
継
ぎ
足
さ

れ
た
が
、
地
域
住
民
の
方
た

ち
は
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と

感
じ
、
県
と
市
に
危
険
な
状

態
を
な
く
す
た
め
の
指
導
を

し
て
ほ
し
い
と
要
請
書
を
出

し
た
。
要
請
書
の
回
答
は
さ

れ
た
の
か
。

市
長　

市
で
は
こ
の
壁
の
安

全
性
に
つ
い
て
擁
壁
計
算
な

ど
の
審
査
が
で
き
る
機
関
が

な
く
、
県
に
審
査
を
依
頼
し

た
。
県
か
ら
は
震
度
５
相
当

の
対
応
は
確
保
さ
れ
て
い

る
。
法
の
保
管
基
準
上
問
題

な
い
、
と
い
う
結
果
が
出
さ

れ
た
。
住
民
の
方
々
に
は
回

答
は
し
て
い
る
。

問　

こ
の
問
題
は
２
年
も
経

過
し
て
い
る
。
こ
の
間
住
民

の
方
た
ち
に
納
得
の
い
く
回

答
が
さ
れ
て
い
な
い
。
丁
寧

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
命
や
環
境
が
守
れ

な
い
よ
う
な
企
業
と
し
て
社

会
的
責
任
を
果
た
し
て
い
な

い
よ
う
な
施
設
に
は
厳
し
く

対
応
し
て
欲
し
い
が
。

市
長　

県
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
民
間
の
調
査
等
に
つ

い
て
も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

猪　

狩　

久
美
子

問　

市
長
が
民
主
的
な
手
続

き
に
の
っ
と
り
、
市
民
説

明
、
議
会
議
決
と
適
正
に
事

業
を
す
す
め
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
住
民
訴
訟
が
起

こ
さ
れ
た
。
こ
れ
は
①
市
長

公
約
（
本
庁
舎
に
つ
い
て
は

既
存
施
設
の
活
用
も
含
め
、

市
民
の
皆
様
の
意
見
を
尊
重

し
て
必
要
最
小
限
の
規
模
と

す
る
。
ま
た
市
長
選
翌
日
の

平
成
21
年
10
月
12
日
信
毎
記

事
で
は
「
市
政
転
換
に
支

持
、
新
庁
舎
問
題
見
直
し
ど

う
具
体
化
」
と
見
出
し
）
の

変
更
に
つ
い
て
の
説
明
責
任

を
果
た
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
地
方
自
治
法
第
10
条
の
役

務
の
提
供
（
道
路
、
公
園
、

上
下
水
道
、
交
通
事
業
、
学

校
、
図
書
館
、
美
術
館
、
病

院
、
保
育
所
、
墓
地
等
）
で

な
い
新
本
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
31
億
９
０
０
０
万
円
を
負

担
す
る
市
民
の
意
見
集
約
を

し
て
い
な
い
こ
と
。

③
７
人
の
議
員
有
志
が
取
り

組
ん
だ
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
既
存
施
設
を
使
い
足
り

な
い
部
分
の
建
て
増
し
が
、

86
・
８
％
の
結
果
で
あ
っ
た

が
、
市
長
は
根
拠
な
く
否
定

し
た
ま
ま
進
め
て
き
た
こ
と

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が

あ
っ
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
と

捉
え
て
い
る
。
就
任
し
て
11

月
に
５
地
域
で
の
説
明
会
を

し
、
市
民
の
意
見
を
伺
い
、

そ
の
後
も
地
元
説
明
会
、
市

長
と
語
る
会
、
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
開
催
し
、
ま
た

「
広
報
あ
づ
み
の
」
に
は
基

本
計
画
・
設
計
、
素
案
、
基

本
設
計
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
、
通
常
の
記
事
の
他
に
３

回
の
折
り
込
み
、
丁
寧
な
報

告
も
し
て
き
た
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
そ
の
都
度
情
報
発

信
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
も
実
施
し
、
議
会
に
そ
の

都
度
議
決
を
い
た
だ
い
た
。

こ
の
問
題
は
見
解
の
相
違
、

意
見
の
相
違
で
、
か
み
合
わ

な
い
課
題
だ
と
捉
え
て
い

る
。

子
育
て
の
し
や
す
い
経
済
的

支
援
を

問　

市
は
平
成
22
年
度
か
ら

５
ヵ
年
期
間
の
次
世
代
育
成

支
援
計
画
を
策
定
し
た
。
市

長
は
平
成
22
年
度
に
保
育
料

の
値
下
げ
と
医
療
費
の
無
料

化
を
中
学
生
ま
で
実
施
し

た
。
子
ど
も
誕
生
祝
金
も
含

め
て
そ
の
後
子
育
て
の
経
済

的
支
援
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

市
長　

祝
金
事
業
の
効
果
に

つ
い
て
判
断
が
し
に
く
い
状

況
な
の
で
、
現
段
階
で
は
支

給
制
度
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。
保
育
料
の
軽
減
に
つ

い
て
は
、
第
３
子
以
上
が
保

育
園
に
同
時
に
在
籍
し
て
い

る
場
合
は
第
２
子
が
半
額
で

３
人
目
以
上
は
無
料
と
な
っ

て
い
る
。
３
人
が
同
時
に
保

育
園
に
行
っ
て
い
な
く
て
も

第
３
子
は
無
料
と
す
る
検
討

を
し
た
い
。

合
葬
墓
の
整
備
に
つ
い
て

問　

合
葬
墓
の
整
備
計
画
は

ど
う
か
。

市
長　

平
成
25
年
度
に
明
科

の
荻
原
地
区
に
あ
る
荻
原
墓

地
公
園
に
約
１
０
０
区
画
造

成
す
る
。
こ
の
一
部
を
合
葬

墓
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が

可
能
か
検
討
し
た
い
。

新
本
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

住
民
訴
訟
が
な
ぜ
お
こ
さ
れ
た
か

無
所
属
連
合　

荻　

原　

勝　

昭
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一 般 質 問
問　

安
曇
野
市
合
併
８
年

目
、「
安
曇
野
市
平
和
都
市

宣
言
」
が
制
定
さ
れ
た
。
宣

言
に
寄
せ
る
市
長
の
思
い
入

れ
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

日
本
は
世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
、
核
廃
絶
に
向
け

た
運
動
は
大
き
な
柱
。
戦
後

67
年
が
経
過
、
次
代
を
担
う

皆
さ
ん
が
、
平
和
の
集
い
な

ど
を
通
し
て
、
戦
争
の
悲
惨

さ
を
学
習
し
考
え
、
身
近
な

所
か
ら
、
差
別
や
い
じ
め
の

な
い
社
会
を
目
指
す
が
第
一

歩
と
考
え
た
。

問　

市
民
の
声
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
大
半
が
核
兵

器
や
戦
争
の
な
い
文
言
、
意

を
明
記
し
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
だ
っ
た
。反
映
出
来
な
か
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

こ
の
意
見
は

「
す
べ
て
の
不
安
や
争
い
」

の
中
に
、
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に

原
文
の
ま
ま
が
好
ま
し
い
と

決
定
し
た
。

問　

２
年
間
の
時
を
か
け
て

の
「
平
和
都
市
宣
言
」
制
定

と
な
っ
た
。

　

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

問　

平
和
都
市
宣
言
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
平
和
活
動
と
は

何
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
活

動
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

当
面
の
間
、
戦
没
者

追
悼
式
と
平
和
の
集
い
を
同

じ
会
場
で
一
旦
区
切
っ
て
行

う
。
教
育
委
員
会
や
学
校
と

連
携
し
て
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
ど
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
。

問　

小
中
学
生
に
反
映
し
て

い
く
よ
う
な
平
和
の
集
い
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長　

議
員
か
ら
の
意
見

の
内
容
を
工
夫
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

問　

公
共
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の
方

向
を
伺
う
。

市
長　

合
併
に
よ
っ
て
同
じ

機
能
を
持
つ
複
数
の
施
設
を

保
有
し
て
い
る
。
こ
の
設
置

状
況
が
10
万
人
規
模
の
市
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
か
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
近

い
将
来
耐
用
年
数
や
大
規
模

改
修
の
時
期
を
迎
え
る
施
設

も
多
く
、
将
来
同
じ
規
模
で

持
ち
続
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
管
理
運
営
経
費
や
利
用

　

実
践
を
通
し
て
、
語
り
継

ぐ
こ
と
の
重
要
性
。「
中
学

生
の
広
島
平
和
記
念
式
典
へ

参
加
派
遣
、
平
和
の
集
い
で

の
体
験
発
表
」
は
と
て
も
よ

か
っ
た
。永
続
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

現
在
の
形
を
定
着
、

継
続
さ
せ
て
行
き
た
い
。

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
で

　
　
　
　

誘
客
と
活
力
を
！

問　

観
光
産
業
は
ド
ル
箱
の

時
代
。
人
が
集
ま
る
、
金
が

落
ち
る
、
活
気
が
出
る
。

　

安
曇
野
の
魅
力
は
ま
ず
、

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
。

　

「
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」
に
勝
る
も
の
無
し
。
そ

の
後
の
経
過
と
展
望
に
つ
い

て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

業
務
委
託

の
調
査
結
果
、
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
公
認
コ
ー
ス
５
０
０
０

人
規
模
設
定
と
、
安
曇
野
を

発
信
し
て
い
く
た
め
の
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
シ
フ
ト
し
て

い
く
か
。
大
会
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
よ
り
は
っ
き
り
す
る
必

要
が
あ
る
。

問　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ

い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

状
況
な
ど
の
情
報
も
含
め
た

公
共
施
設
白
書
の
作
成
を
進

め
て
い
る
。
白
書
を
行
政
内

部
で
検
討
し
、
続
い
て
外
部

専
門
家
の
提
言
を
求
め
て
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
策

定
、
実
践
を
し
て
い
く
。

総
務
部
長　

白
書
は
今
年
度

中
に
作
成
、
来
年
度
か
ら
委

員
会
で
調
査
等
検
討
す
る
。

問　

本
庁
舎
の
建
設
に
つ
い

て
は
行
政
と
し
て
内
容
を
公

開
し
、
市
民
の
要
望
を
検
討

す
る
時
期
で
は
な
い
か
。
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　

基
本
設
計
に
つ

い
て
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
多
く
の
意
見
や
提
案
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
具
体
的

に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

現
場
見
学
会
を
予
定
し
て
い

る
。
建
設
記
念
イ
ベ
ン
ト
の

ア
イ
デ
ア
募
集
を
し
た
が
、

今
後
も
募
集
し
、
そ
れ
を
で

き
る
だ
け
反
映
し
、
親
し
ま

れ
る
庁
舎
に
と
考
え
て
い

る
。

問　

穂
高
と
三
郷
の
総
合
支

所
の
今
後
の
方
向
は
。

三
郷
総
合
支
所
長　

で
き
る

だ
け
既
存
建
物
の
活
用
を
考

ム
の
た
ち
上
げ
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
部
長　

今
後
の
検

討
に
当
た
っ
て
は
、
体
育
協

会
、
商
工
会
、
観
光
協
会
等

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
話
し
合

い
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

安
曇
野
市
民
挙
げ
て
の

イ
ベ
ン
ト
、
対
外
的
Ｐ
Ｒ
に

つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
の
現
状

つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

主
と
し
て

「
安
曇
野
花
火
」「
よ
さ
こ
い

安
曇
野
」「
安
曇
野
フ
ェ
ス

タ
」
等
が
あ
る
。　

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
は
行
政

が
主
体
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
団
体
と
情
報
を
共
有
、

積
極
的
に
協
力
、
情
報
発
信

を
し
て
い
く
な
ど
、
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
。

え
公
民
館
・
保
健
セ
ン
タ
ー

棟
の
耐
震
補
強
や
改
修
し
支

所
を
併
設
、
整
備
し
て
い
く
。

穂
高
総
合
支
所
長　

現
在
の

位
置
で
の
改
築
を
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問　

市
の
運
動
広
場
（
12
カ

所
）
の
現
状
と
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
次
長　

夜
間
の
使
用
は

夏
場
に
か
け
て
は
８
割
か
ら

９
割
の
使
用
頻
度
が
あ
る
。

休
日
は
予
約
で
い
っ
ぱ
い

で
、
特
に
６
月
か
ら
９
月
に

か
け
て
は
満
杯
状
態
。
開
発

で
き
る
場
所
が
あ
れ
ば
計
画

的
に
整
備
し
て
い
き
た
い
。

問　

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い

て
の
市
長
の
考
え
は
。

市
長　

民
間
が
で
き
る
も
の

は
民
間
が
す
べ
き
。

問　

三
セ
ク
の
基
金
と
納
付

金
の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

基
金
の
廃
止
や

統
一
を
せ
ず
施
設
ご
と
の
納

付
金
を
必
要
な
修
繕
に
充
当

し
て
い
る
為
、
民
間
移
管
時

に
基
金
を
支
度
金
に
は
難
し

い
。
現
在
そ
の
段
取
り
を
し

て
い
く
必
要
は
あ
る
と
思

う
。

「
安
曇
野
市
平
和
都
市
宣
言
」
制
定

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

無
所
属
連
合　

相　

田　

登
美
枝

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

現
状
と
今
後
の
方
向
は

平　

松　

尾　
　
　

宏

平和の集い中学生体験発表
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問　

廃
棄
物
処
理
業
者
（
以

下
Ｍ
社
）
は
、
一
昨
年
６
月

に
防
音
壁
を
増
設
し
た
。
そ

の
壁
は
薄
く
波
打
っ
た
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
住
民

は
壁
の
危
険
性
を
訴
え
た

が
、
県
は
壁
の
構
造
計
算
書

等
の
書
類
審
査
だ
け
で
震
度

５
に
耐
え
る
と
判
断
。
こ
れ

を
受
け
て
市
は
施
設
の
安
全

性
が
確
認
で
き
た
と
し
て
、

昨
年
10
月
に
操
業
許
可
を
更

新
し
た
。
県
は
こ
の
防
音
壁

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
市
に

対
し
ど
う
説
明
し
て
い
る

か
。

市
長　

「
廃
掃
法
の
保
管
基

準
上
、
問
題
な
い
と
判
断
す

る
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

問　

県
の
審
査
結
果
通
知
に

「
安
全
性
に
問
題
な
い
」「
安

全
性
が
確
保
で
き
た
」
と
の

記
述
は
な
い
が
、
市
は
「
保

管
基
準
上
の
問
題
は
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
も
っ
て
「
安

全
性
に
問
題
は
な
い
」
と
判

断
し
た
の
か
。

市
長　

県
の
報
告
か
ら
廃
掃

法
の
基
準
は
満
た
し
て
い
る

と
理
解
し
、
安
全
性
上
の
問

題
が
な
い
と
捉
え
た
。

問　

審
査
の
過
程
で
県
は
Ｍ

社
に
対
し
て
４
回
の
補
正
を

さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
補
正

の
内
容
を
市
は
承
知
か
。

市
民
環
境
部
長　

４
回
全
て

の
補
正
に
つ
い
て
、
県
を
信

頼
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
都

度
ど
ん
な
内
容
か
ま
で
は
承

知
し
て
い
な
か
っ
た
。

問　

一
連
の
補
正
の
経
過
を

知
り
現
場
を
確
認
す
れ
ば
、

安
全
と
は
程
遠
い
こ
と
は
分

か
っ
た
は
ず
。
地
元
住
民
は

県
の
審
査
結
果
に
疑
問
を
持

ち
、
審
査
資
料
を
公
文
書
公

開
で
入
手
し
検
証
し
た
。
Ｍ

社
が
県
に
提
出
し
た
審
査
資

料
に
は
事
実
と
異
な
る
記
載

が
あ
り
、
防
音
壁
は
震
度
５

の
地
震
に
耐
え
ら
れ
ず
倒
壊

の
危
険
が
あ
る
こ
と
が
判

明
。
こ
の
住
民
側
の
検
証
に

つ
い
て
市
の
見
解
は
。

市
民
環
境
部
長　

市
も
現
場

と
図
面
と
で
一
部
違
う
と
こ

ろ
は
確
認
し
て
い
る
。

問　

防
音
壁
の
安
全
性
に
関

し
市
が
取
る
べ
き
対
応
は
。

市
民
環
境
部
長　

市
独
自
に

民
間
業
者
に
委
託
し
て
再
検

査
や
現
地
調
査
を
さ
せ
る
。

問　

虚
偽
の
申
請
で
あ
れ
ば

一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可

を
取
り
消
す
べ
き
で
は
。

市
民
環
境
部
長　

Ｍ
社
が
申

請
書
の
内
容
と
実
際
と
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
な

が
ら
、
あ
え
て
虚
偽
の
届
け

出
を
し
た
か
、
単
に
間
違
え

た
だ
け
な
の
か
等
の
事
業
者

の
認
識
が
問
題
と
な
る
た

め
、
こ
れ
を
軽
々
に
不
正
だ

と
か
虚
偽
と
判
断
し
、
許
可

の
取
り
消
し
を
す
る
の
は
、

現
段
階
で
は
難
し
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○ 

三
郷
ト
マ
ト
栽
培
施
設
に

か
か
わ
る
第
三
者
委
員
会

の
調
査
結
果
と
市
の
対
応

に
つ
い
て

北
小
倉
の
廃
棄
物
処
理
施
設

防
音
壁
の
安
全
確
認
を
急
げ

無
所
属
連
合　

小　

林　

純　

子調査結果報告書は市ホームページで公表

問　

本
庁
舎
建
設
を
機
に
、

総
合
支
所
、
公
民
館
を
は
じ

め
、
市
有
財
産
ま
た
、
年
間

約
１
億
円
払
っ
て
い
る
借
地

に
つ
い
て
整
理
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長　

合
併
前
の
旧
町
村
か

ら
引
き
継
い
だ
土
地
・
建
物

の
、
借
地
に
つ
い
て
は
、
解

消
で
き
る
も
の
か
ら
、
逐
次

解
消
し
て
い
く
。

問　

明
科
公
民
館
に
併
設
さ

れ
て
い
る
農
産
物
加
工
所
を

含
め
た
４
施
設
が
老
朽
化
が

著
し
く
、
解
体
さ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。
本
来
農
産
物
加

工
所
に
つ
い
て
は
明
科
複
合

施
設
に
併
設
す
べ
き
施
設
だ

が
、
敷
地
の
関
係
上
無
理
と

い
う
事
で
建
設
が
宙
に
浮
い

た
形
と
な
っ
て
い
る
。
新
た

に
建
設
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長　

こ
の
施
設
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
利
用

者
の
状
況
や
運
営
方
法
等
を

含
め
て
検
討
し
、
関
係
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
皆
様
の
声
を
十

分
に
聞
く
中
で
、
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
見
据
え
た
対
応

を
し
た
い
。

問　

築
45
年
も
経
過
し
た
豊

科
公
民
館
と
ホ
ー
ル
は
６
億

円
も
か
け
て
耐
震
補
強
し
て

残
す
べ
き
で
は
な
い
。
新
た

な
場
所
に
市
民
ホ
ー
ル
と
し

て
合
併
特
例
債
を
適
用
し
建

設
す
べ
き
だ
。
土
地
も
含

め
、
約
70
％
の
補
助
を
頂
き

建
設
し
、
今
の
ホ
ー
ル
、
公

民
館
、
豊
科
総
合
支
所
の
跡

地
は
１
０
０
％
の
価
格
で
売

却
す
れ
ば
、
６
億
円
の
改
修

よ
り
効
率
が
い
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長　

大
変
前
向
き
な
提
案

だ
が
、
現
状
に
お
い
て
は
困

難
で
、
改
修
し
て
手
を
加
え

な
が
ら
活
用
し
て
い
き
た

い
。

問　

穂
高
プ
ー
ル
の
借
地
料

が
年
間
約
１
１
５
０
万
円

で
委
託
料
が
約
８
６
０
万

円
、
全
体
の
運
営
費
が
約

２
０
０
０
万
円
か
か
っ
て
い

る
。
使
用
期
間
も
１
カ
月
半

か
ら
２
カ
月
で
、
費
用
対
効

果
が
少
な
い
。
こ
の
プ
ー
ル

は
廃
止
し
、
１
年
中
利
用
で

き
る
穂
高
広
域
の
あ
づ
み
野

ラ
ン
ド
に
あ
る
温
水
プ
ー
ル

を
増
設
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

市
長　

提
案
を
前
向
き
に
受

止
め
、
穂
高
広
域
の
施
設
管

理
を
し
て
い
る
組
合
議
会
等

で
も
研
究
課
題
と
し
て
今
後

議
論
し
て
い
き
た
い
。

問　

南
陸
郷
地
籍
の
産
廃
業

者
に
市
が
転
貸
借
し
て
い
る

土
地
の
契
約
期
限
が
、
６
月

23
日
で
切
れ
る
。
な
ん
と
し

て
も
こ
の
調
停
で
解
決
し
て

い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

市
民
環
境
部
長　

市
と
し
て

は
調
停
に
よ
り
問
題
解
決
を

図
っ
て
和
解
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
内
容
が
固
ま
っ
た

段
階
で
議
員
に
諮
り
た
い
。

問　

市
の
所
有
す
る
未
利
用

地
が
普
通
財
産
、
行
政
財

産
、
土
地
開
発
基
金
の
関
係

な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
早

く
処
分
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

企
画
財
政
部
長　

未
利
用
地

は
約
60
件
あ
る
が
、
処
分
可

能
と
思
わ
れ
る
土
地
は
８
件

で
昨
年
１
件
が
落
札
さ
れ
、

今
年
度
４
件
を
公
告
し
て
い

る
。
未
利
用
地
は
競
売
等
に

か
け
て
収
入
に
し
た
い
。

財
政
を
見
据
え
た
市
有
財
産
の
処
置

信
進
ク
ラ
ブ　

宮　

下　

明　

博
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問　

土
曜
日
の
有
効
活
用
、

学
校
週
６
日
制
の
復
活
に
つ

い
て
、
現
行
の
完
全
週
５
日

制
移
行
は
平
成
14
年
で
あ
り

10
年
が
経
過
し
た
。
現
在
土

曜
授
業
を
実
施
し
て
い
る
自

治
体
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

国
の
教
育
再
成
に
も
導
入

検
討
を
始
め
て
い
る
。
わ
が

市
の
考
え
に
つ
い
て
。

教
育
長　

ゆ
と
り
教
育
と
い

わ
れ
10
年
ほ
ど
進
め
て
き
た

が
、
学
力
等
々
検
討
し
な
け

れ
ば
と
い
う
声
が
出
て
き
て

い
る
。
自
治
体
の
判
断
で
土

曜
授
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
出
て
き
て
い
る
。
内
容

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ

も
の
で
今
ま
で
の
授
業
延
長

と
い
う
形
は
少
な
い
。
下
村

文
科
相
も
検
討
す
る
発
言
を

し
て
い
る
の
で
研
究
し
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
が
、
今

す
ぐ
週
６
日
制
に
す
る
こ
と

は
今
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ

る
。

問　

放
課
後
の
有
効
活

用
、
放
課
後
子
供
教
室
に

つ
い
て
平
成
25
年
～
27
年

度
実
施
計
画
に
三
郷
児
童

館
・
豊
科
児
童
館
建
設
に
約

問　

25
年
度
予
算
で
62
億
円

の
借
金
、
連
結
で
９
０
２
億

円
の
借
金
で
健
全
財
政
か
。起

債
制
限
は（
平
林
市
政
で
は

36
億
円
で
限
り
な
く
夕
張
に

な
る
と
。）62
億
円
は
す
べ
て

建
設
事
業
で
市
民
の
福
祉
に

ま
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

市
長　

62
億
は
市
民
の
た
め

の
必
要
建
設
。
建
設
は
財
産

と
し
て
後
年
度
活
用
。
後
年

度
負
担
軽
減
の
た
め
特
例
債

活
用
。
62
億
円
の
建
設
は
市

民
の
た
め
の
事
業
。

企
画
財
政
部
長　

９
１
０
億

円
は
平
成
51
年
で
終
わ
る
。

問　

前
田
・
岡
谷
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体
へ
の
発
注

は
循
環
型
の
財
政
を
か
な
ぐ

り
捨
て
る
。
分
離
分
割
発
注

し
な
か
っ
た
た
め
地
元
に
回

ら
な
い
の
で
は
。

市
長　

地
元
発
注
で
き
る
技

術
力
と
経
験
あ
る
業
者
が
い

な
い
。

問　

12
月
議
会
で
話
の
あ
っ

た
、
建
設
内
容
の
金
額
で
の

公
表
は
い
つ
。

市
長　

入
札
後
で
も
交
渉
内

容
、
単
価
の
公
表
は
同
種
の

競
争
入
札
に
影
響
す
る
た

５
億
６
０
０
０
万
円
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
児
童
館
建
設

よ
り
学
校
施
設
の
活
用
考
え

ら
れ
な
い
か
。

市
長　

放
課
後
の
居
場
所
と

し
て
、
児
童
館
事
業
９
ヵ
所
、

児
童
ク
ラ
ブ
事
業
10
ヵ
所
を

実
施
し
て
い
る
。
学
校
施
設

利
用
は
２
ヵ
所
で
実
施
し
て

い
る
。
学
校
施
設
を
利
用
す

る
に
は
管
理
上
の
課
題
・
時

間
・
活
動
の
制
約
等
課
題
が

多
い
。
学
校
の
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
有
効
利
用
は
可
能
で

あ
る
。
新
ら
た
に
建
設
す
る

よ
り
、
学
校
施
設
を
充
実
・

補
完
す
る
の
が
良
い
か
、
健

康
福
祉
部
と
教
育
委
員
会
の

間
で
協
議
し
決
定
し
て
い

く
。
学
校
施
設
利
用
は
体
育

館
・
グ
ラ
ン
ド
等
の
利
用
は

一
般
に
も
開
放
し
て
い
る
。

空
い
て
い
る
所
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

図
書
館
図
書
購
入
に
つ
い
て

問　

①
選
定
方
法
に
つ
い
て

②
戦
前
を
す
べ
て
否
定
す
る

の
で
な
く
肯
定
思
考
も
入
っ

た
日
本
人
の
誇
り
を
伝
え
る

め
、
工
事
期
間
中
は
公
表
を

さ
し
ひ
か
え
る
。

問　

引
き
渡
し
後
は
内
容
・

単
価
を
公
開
で
き
る
の
か
。

総
務
部
長　

公
開
で
き
る
部

分
は
市
の
発
注
す
る
公
共
事

業
に
影
響
な
い
部
分
。
駐
車

場
・
テ
ラ
ス
部
分
と
し
て
積
算

し
て
い
な
い
の
で
だ
せ
な
い
。

問　

総
合
方
式
の
た
め
分
離

分
割
発
注
を
意
図
的
に
し
な

か
っ
た
。循
環
型
の
健
全
財
政

を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
の
で
は
。

市
長　

技
術
力
の
面
で
困

難
。
一
定
の
金
額
を
地
元
業

者
に
決
め
て
い
る
。
植
栽
、

外
溝
は
直
接
発
注
し
、
循
環

型
経
済
を
補
完
で
き
る
。

住
民
訴
訟
に
つ
い
て

問　

３
回
の
請
願
・
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
耳
を
傾
け

ず
、
積
算
根
拠
を
明
ら
か
に

せ
ず
、
市
民
の
声
を
聞
か
な

い
た
め
訴
訟
に
な
っ
た
の
で

は
。
10
月
６
日
に
市
民
は
判

断
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
。

市
長　

住
民
訴
訟
は
断
じ
て

認
め
ら
れ
な
い
。
公
金
支
出

の
差
し
止
め
と
い
う
今
後
司

図
書
、
正
し
い
歴
史
認
識
、

国
家
観
、
道
徳
・
偉
人
伝
等

徳
育
的
蔵
書
が
考
慮
さ
れ
て

い
る
か
。

③
新
聞
・
雑
誌
の
購
入
が
保

革
・
左
右
思
考
バ
ラ
ン
ス
よ

く
広
範
囲
に
入
っ
て
い
る

か
。

④
図
書
購
入
費
が
、
24
年
度

予
算
額
よ
り
減
額
の
理
由

は
。

教
育
次
長　

①
図
書
館
ご
と

週
１
回
の
選
書
会
議
を
開
き

購
入
本
を
決
定
し
て
い
る
。

②
正
し
い
歴
史
認
識
や
国
家

観
、
道
徳
や
偉
人
伝
に
つ
い

て
も
配
慮
に
心
が
け
て
い

る
。

③
偏
っ
た
情
報
で
な
く
、
中

立
的
な
立
場
で
選
書
し
て
い

る
。

④
25
年
度
予
算
は
24
年
度
当

初
予
算
と
同
額
で
あ
る
。
24

年
度
の
最
終
的
な
予
算
額
は

１
１
０
万
円
の
寄
付
が
あ

り
、
そ
の
分
増
額
に
な
っ
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○ 

「
安
曇
野
市
農
業
農
村
振

興
基
本
条
例
」
に
つ
い
て

法
の
場
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
認
め
る
こ
と
は
、
今
ま

で
何
を
し
て
き
た
か
と
い
わ

れ
る
。
二
元
代
表
を
否
定
す

る
こ
と
に
な
る
。
な
ん
ら
、

法
律
に
抵
触
す
る
も
の
で
は

な
い
。

明
科
の
水
道
の
漏
水
に
つ
い
て

問　

明
科
の
水
道
漏
水
の
現

状
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

布
設
替
え
で
50
億
円
を
超
え

る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

上
下
水
道
部
長　

明
科
の
有

収
水
量
率
は
54
％
程
度
で
あ

る
。
全
市
の
水
道
事
業
を
整

え
る
中
で
事
業
計
画
す
る
。金

額
に
つ
い
て
は
、今
の
段
階
で

の
算
定
は
不
可
能
で
あ
る
。

市
長　

い
ず
れ
か
の
時
期
に

布
設
替
え
が
必
要
。

教
育
再
生
に
む
け
学
校
施
設
の

有
効
活
用
を

常
念
会　

山　

田　

高　

久

62
億
円
の
借
金
・
連
結
９
０
２
億
円
の

借
金
で
健
全
財
政
か

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団　

松　

澤　

好　

哲明科の配水池
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研 修 視 察 報 告
　

議
会
改
革
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、「
予
算
決

算
常
任
委
員
会
」
を
設
置

し
運
用
さ
れ
て
い
る
大
津

市
の
行
政
視
察
を
行
っ
た
。

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会

（
以
下
委
員
会
）
は
、
従

来
の
分
割
付
託
に
よ
る
審

査
方
法
で
は
、
各
委
員
会

で
の
表
決
結
果
が
異
な
る

可
能
性
や
修
正
案
の
提
出

が
困
難
な
ど
の
矛
盾
が
生

じ
る
た
め
、
そ
の
解
消
を

目
的
と
し
て
設
置
し
て
い

る
。
ま
た
、
予
算
議
案
及

び
決
算
議
案
の
審
査
を
一

体
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

で
２
市
の
視
察
を
行
っ
た
。

１
月
30
日
は
大
阪
府
高
槻

市
議
会
、
31
日
は
和
歌
山

県
紀
の
川
市
議
会
で
あ
る
。

　

高
槻
市
は
市
制
70
年
、

人
口
31
万
６
０
０
０
人
、

議
員
数
36
名
で
あ
る
。
議

会
報
告
に
も
予
算
を
割
い

て
い
て
、
通
常
の
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
以
外
に
も
点
字
版

や
音
声
版
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
の

議
会
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

点
字
版
の
読
者
は
数
十
名

と
の
こ
と
だ
が
様
々
な
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

紀
の
川
市
は
人
口

６
万
７
０
０
０
人
、
議
員

22
名
の
構
成
で
あ
る
が
、

安
曇
野
市
同
様
平
成
の
大

合
併
で
５
町
が
対
等
合
併

後
、
丁
度
１
月
に
７
階
立

て
の
新
本
庁
舎
が
竣
工
し

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

議
員
が
議
会
広
報
を
編

集
し
て
い
る
の
は
安
曇
野

市
と
同
じ
で
、
心
が
け
て

い
る
こ
と
は
次
の
と
お
り

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
審

査
が
可
能
と
し
て
い
る
。

　

委
員
会
の
構
成
は
、
議

長
を
除
く
37
名
の
議
員
で

構
成
し
、
議
場
に
お
い
て

開
催
し
て
い
る
。ま
た
、下

部
組
織
と
し
て
、
所
管
別

常
任
委
員
会
に
対
応
し
た

分
科
会
を
設
置
し
、
予
算

決
算
議
案
及
び
関
連
議
案

の
詳
細
審
査
を
行
っ
て
い

る
。な
お
、運
営
に
関
す
る

事
項
は
、議
会
運
営
委
員
会

に
お
い
て
協
議
し
て
い
る
。

　

委
員
会
の
流
れ
は
、
図

１
に
よ
る
。

　

新
年
度
予
算
限
定
で
、

と
の
こ
と
で
あ
る
。

① 

記
事
は
、
見
出
し
を
見

た
だ
け
で
内
容
が
わ
か

る
よ
う
に
。

② 

余
白
や
段
落
を
う
ま
く

使
い
、
ス
ッ
キ
リ
紙
面

に
。

③ 

質
問
よ
り
答
弁
の
記
載

に
重
点
を
置
く
。
何
を

聞
い
た
か
で
は
な
く
、

何
を
引
き
出
し
た
か
が

重
要
。

④ 

小
学
高
学
年
が
読
ん
で

も
分
か
る
よ
う
に
。
議

会
用
語
は
な
る
べ
く
用

い
な
い
。

⑤ 

写
真
を
多
用
す
る
。

　

参
考
に
な
る
こ
と
は
多

か
っ
た
が
、
一
方
ち
ゃ
ん

と
し
た
文
字
で
し
か
伝
わ

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
も

確
か
で
あ
る
。
見
や
す
さ

委
員
会
を
開
催
し
執
行
部

か
ら
の
説
明
を
受
け
、
質

疑
は
さ
れ
て
な
い
。

　

前
期
全
体
会
で
の
予
算

議
案
は
、
執
行
部
の
説
明

は
無
く
、決
算
議
案
は
説
明

を
受
け
質
疑
を
し
て
い
る
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
担
当

分
科
会
に
付
託
し
て
い
る
。

　

分
科
会
は
、
所
管
別
常

任
委
員
会
と
同
一
議
員
で

構
成
さ
れ
、１
日
に
４
分
科

会
同
時
開
催
し
て
い
る
。

　

後
期
全
体
会
は
、
予
算

議
案
の
討
論
や
修
正
案
に

対
す
る
質
疑
及
び
採
決
を

行
っ
て
い
る
。

　

本
会
議
に
お
け
る
委
員

長
報
告
は
、
表
決
結
果
の

み
を
報
告
し
て
い
る
。

　

大
津
市
の
予
算
決
算
常

任
委
員
会
の
目
的
は
、
十

分
理
解
で
き
た
。
運
用
面

で
は
一
年
目
で
あ
り
、
全

体
会
議
が
開
催
で
き
る
会

場
が
議
場
と
い
っ
た
制
約

か
ら
課
題
が
多
い
旨
の
説

明
を
受
け
た
。
他
市
の
研

究
を
し
て
、
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

と
理
解
の
し
や
す
さ
を
並

立
さ
せ
る
の
は
毎
号
の
課

題
で
あ
る
と
再
確
認
し
た
。

な
お
、
紀
の
川
市
議
会
の

広
報
委
員
会
は
年
に
１
回

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と

し
、
毎
日
新
聞
社
主
催
の

セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
当

市
で
も
考
え
て
み
た
い
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

１
月
30
日
〜
31
日〔
高
槻
市
・
紀
の
川
市
〕

訃
報

大
月
晃
雄
議
員
が
１
月
31
日
に
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
享
年
65
歳
で
し
た
。

環
境
経
済
委
員
会
等
に
所
属
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

１
月
24
日
〜
25
日
〔 

大
津
市 

〕

高槻市での視察風景

議会運営委員会

図１
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一 般 質 問
問　

今
回
安
曇
野
市
が
出
来

て
総
合
計
画
を
策
定
し
、
基

本
計
画
に
お
い
て
は
前
期
５

年
を
終
了
し
、
後
期
５
年
計

画
を
策
定
す
る
段
階
に
来
た

が
、
そ
の
中
で
安
曇
野
市
の

基
本
構
想
変
更
に
関
す
る
単

独
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

　

自
治
法
の
改
正
に
よ
り
今

後
策
定
の
義
務
付
け
は
無
い

に
せ
よ
、
今
回
は
議
案
と
し

て
提
出
し
た
訳
だ
し
後
期
の

基
本
計
画
と
共
に
又
５
年
で

打
ち
切
る
と
い
う
風
に
受
け

取
れ
る
が
、
提
出
し
た
以
上

は
基
本
構
想
の
策
定
期
間
は

激
変
要
素
が
無
け
れ
ば
概
ね

10
年
と
す
る
内
閣
通
知
に
基

づ
け
ば
、
25
年
か
ら
34
年
を

想
定
す
る
べ
き
で
あ
り
、
掲

げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
人
口
動
態

を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
、
当
然

現
状
と
は
明
確
に
違
っ
た
も

の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
筈

で
あ
る
。

　

今
回
の
提
出
変
更
理
由
の

明
快
な
答
弁
を
求
め
る
。

市
長　

基
本
構
想
の
変
更
だ

が
、
私
は
選
挙
の
と
き
か
ら

共
に
響
き
合
え
る
安
曇
野
市

づ
く
り
と
７
つ
の
政
策
理
念

問　

穂
高
駅
通
り
の
、
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

穂
高
駅
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は

市
民
の
共
有
の
財
産
で
あ
る

自
然
・
景
観
を
大
切
に
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
、
そ
の

中
で
観
光
・
交
流
が
盛
ん
で

あ
る
市
の
快
適
な
環
境
整
備

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

ふ
う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い

る
。
未
整
備
の
歩
道
や
、
幅

員
が
狭
く
歩
き
に
く
い
周
辺

道
路
無
秩
序
な
駅
前
の
空
間

の
課
題
も
あ
る
が
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
話
し
合
い
、
条
件

を
整
え
て
、
財
政
的
な
裏
づ

け
も
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

問　

観
光
協
会
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

平
成
24
年

４
月
か
ら
組
織
を
法
人
化

し
、
事
務
所
も
駅
前
に
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
集
約

化
が
で
き
た
。

　

情
報
発
信
の
ス
ペ
ー
ス
も

10
倍
程
度
に
広
げ
る
こ
と
が

で
き
、
特
産
物
の
紹
介
・
販

売
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
第
３
種
旅
行

を
訴
え
て
き
た
。

　

工
業
製
造
品
出
荷
額
等
が

長
野
県
第
１
位
と
い
う
実
績

と
、
豊
か
な
自
然
そ
し
て
環

境
は
後
世
に
継
承
す
べ
き
貴

重
な
財
産
で
あ
る
。
こ
の
田

園
を
守
り
文
化
を
継
承
し
て

い
く
上
で
産
業
の
振
興
を
大

き
な
政
策
の
柱
に
据
え
な
け

れ
ば
、
働
く
場
所
の
確
保
と

人
口
減
に
対
応
す
る
こ
と
も

叶
わ
な
い
。

　

そ
ん
な
思
い
か
ら
今
回
の

田
園
産
業
都
市
に
変
更
を
お

願
い
し
た
。

問　

市
長
任
期
３
年
数
ヵ
月

の
間
、
拝
見
す
る
と
前
市
政

か
ら
引
き
継
い
だ
大
き
な
課

題
解
決
に
忙
殺
若
し
く
は
翻

弄
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
有

る
事
は
大
変
だ
っ
た
と
は
思

う
が
、
独
自
に
行
う
事
業
施

策
の
提
案
及
び
実
行
手
法
に

つ
い
て
は
甚
だ
違
和
感
を
持

た
ざ
る
を
得
な
い
場
面
が
３

つ
４
つ
と
散
見
さ
れ
る
。

　

例
え
て
言
え
ば
、
南
部
多

目
的
運
動
広
場
事
業
、
温
浴

施
設
整
備
事
業
、
穂
高
会
館

大
改
修
事
業
、
皆
予
算
あ
り

き
で
事
業
化
コ
ン
セ
プ
ト
か

業
の
登
録
も
行
い
個
別
の

あ
っ
せ
ん
業
務
旅
行
商
品
造

成
な
ど
、
収
益
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
も
可
能
と
な
っ

た
。
今
後
は
多
種
多
様
な
団

体
と
連
携
し
て
、
観
光
協
会

と
い
う
ツ
ー
ル
を
最
大
限
機

能
さ
せ
、
来
訪
者
に
と
っ
て

も
、
魅
力
あ
る
地
域
で
あ
る

こ
と
を
情
報
発
信
を
し
て
い

き
た
い
。

問　

駅
周
辺
の
整
備
に
つ
い

て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
、
駐
車
場
、
空
き
店

舗
の
関
係
は
整
備
さ
れ
て
40

年
ほ
ど
経
過
し
て
い
る
。
駅

前
の
エ
リ
ア
を
あ
れ
以
上
に

広
げ
る
に
は
、
再
度
の
区
画

整
理
的
な
も
の
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
。
こ
の
辺
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　

穂
高
総
合
支
所
の
建
て

替
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

穂
高
総
合
支
所
長　

26
年
度

に
実
施
設
計
、
27
年
度
に
支

所
・
水
道
倉
庫
を
解
体
し
、

外
構
工
事
、
支
所
建
設
工
事

を
予
定
し
て
い
る
。
新
本
庁

舎
完
成
後
に
、
大
会
議
室
棟

ら
事
業
概
要
の
ア
カ
ウ
ン
タ

ビ
リ
テ
ィ
は
全
く
果
た
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
ん
な
中
で
何

億
と
い
う
予
算
を
先
に
認
め

ろ
と
い
う
手
法
は
い
か
が
な

も
の
か
。

市
長　

あ
る
面
で
は
し
っ
か

り
し
た
説
明
責
任
を
果
た
し

て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
と
思
う
。

　

全
て
を
熟
知
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
が
市
民
の
立
場
に

立
っ
て
親
切
丁
寧
な
行
政
運

営
と
説
明
責
任
は
し
っ
か
り

果
た
さ
ね
ば
成
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　

任
期
も
残
す
と
こ
ろ
６
ヵ

月
余
り
だ
が
、
喫
緊
の
４
課

題
に
は
全
力
で
取
り
組
ん
で

来
た
。

　

そ
の
う
ち
一
番
難
航
し
て

い
る
最
終
処
分
場
の
課
題

は
、
ま
だ
し
っ
か
り
と
し
た

と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
う
一
期

市
政
を
担
う
の
か
そ
こ
ま
で

の
判
断
は
出
来
て
い
な
い
。

を
残
し
て
、
理
想
的
な
位
置

に
改
築
で
き
る
よ
う
計
画
し

て
い
る
。

問　

穂
高
神
社
の
表
参
道

（
通
称
大
門
通
り
）
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
観
光
部
長　

国
道
か

ら
神
社
鳥
居
ま
で
の
穂
高

１
９
２
号
線
、
現
支
所
西

側
か
ら
神
社
南
側
の
穂
高

１
９
１
号
線
の
見
通
し
の
悪

い
カ
ー
ブ
の
改
良
、
歩
道
設

置
。
来
訪
者
だ
け
で
は
な
く

周
辺
を
利
用
す
る
市
民
の
た

め
に
も
計
画
し
て
い
く
。
整

備
計
画
は
26
年
度
か
ら
５
年

程
度
の
予
定
を
し
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
と
政
治
手
法
を
問
う

平　

浜　
　
　

昭　

次

穂
高
駅
を
中
心
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

し
ん
風
会　

召　

田　

義　

人観光の西玄関口穂高駅
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議案第 8 号 安曇野市介護保険条例の一部を改正する条例（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 滞納している方にさらにプレッシャーを課すような条例だ。こうした条例を機械的に制定することには

反対する。
（原案に賛成の意見）
 ・ 国の方針によるものでありやむを得ないと思う。納付したくてもできないという人には、別の手立てで

手を差し伸べることを考えるべきだ。

議案第 19 号
安曇野市図書館条例及び安曇野市交流学習センター条例の一部を改正する条例（賛成
少数で修正案否決、賛成多数で原案可決）

審査内容

（修正案に賛成の意見）
 ・ 利用者の方々からしっかり意見を聞いて、休館日の変更を考えていけばいいと思う。今の時点で休館日

を統一することには反対する。
（原案に賛成の意見）
 ・ 市民への周知期間を設け、10 月１日から月曜休館で統一してやってみればいいと思う。

議案第 29 号 平成 25 年度 安曇野市一般会計予算（福祉教育委員会所管事項）（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 豊科南部多目的グラウンドの工事が、危険な状況が懸念される中で事業が進められていくことには問題

があると考えて反対する。
 ・ 児童館は、子どもたちがとても大事な時期を過ごす場所だが、職員の身分が保障できる職場環境を整え

ることも必要だ。それは市が責任を持って、直営でやっていくべきと思うので反対する。
（原案に賛成の意見）
 ・ 南部多目的グラウンドについては、以前から必要性が出され、場所的にも最適であの場所以外には適地

はないということである。また、全体的な予算についても賛成する。
 ・ 本来、児童福祉においても、市民全体の福祉についても行政が責任を負うべきものだと思うが、社協に

指定管理したことについてはやむを得ないと思う。今回のこの件について、予算を通さないことには異
議があるので賛成する。

議案第 33 号 平成 25 年度安曇野市介護保険特別会計予算（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 地域包括支援センター業務というのは直接市民の方々に係るものなので、委託をしてしまうと、高齢者

の状況把握も間接的になってしまう。市が責任を持って運営していくべきものだと考え、反対する。
（原案に賛成の意見）
 ・ 常に社協との連携を密にして努めてもらえば良いので賛成する。

平成 24 年
請願第 14 号

安心できる介護保険制度の実現を求める請願書（賛成少数で不採択）

審査内容

（採択に反対の意見）
 ・ ４項目の請願項目は、ひとつずつの項目はもっともであるが、すべてに賛成はできない。国の財政状況

等の様子を見てもいいと思うので、意見書提出について反対する。
（採択に賛成の意見）
 ・ ４つの請願項目、どれをとっても切実な内容だ。保険料も改訂で値上げされたが、被保険者にとっては

負担が大きい。生活援助の時間短縮にしても、中途半端で仕事が終わってしまう。介護職員の処遇の点
でも、この請願項目は妥当であるので賛成する。

議案第 11 号 安曇野市市道に設ける道路標識の寸法に関する条例（全員賛成で可決）

議案第 14 号
安曇野市における高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施設の
設置の基準に関する条例（全員賛成で可決）

審査内容
（要望）
 ・ 第４条において、通路、階段、傾斜路の「路面は、滑りにくい仕上げがなされたものであること」と規

定されている。雨などで濡れたときだけでなく、冬季の路面凍結も考慮したものにするよう要望する。

議案第 17 号
安曇野市布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に
関する条例（全員賛成で可決）

議案第 29 号 平成 25 年度安曇野市一般会計予算（建設水道委員会所管事項）（全員賛成で可決）

福祉教育委員会審査報告（抜粋）

建設水道委員会審査報告（抜粋）
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議案第 29 号 平成 25 年度 安曇野市一般会計予算（総務委員会所管事項）（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 新本庁舎の本体工事の問題、特殊な団体への支出の問題、移動系防災無線中継局工事についての問題が

ある。また、徴収についても費用対効果が明確にならない点があり、反対する。
（原案に賛成の意見）
 ・ ここに盛られている総務関係の予算は必要であり、特に災害対策費の中では防災用品購入用の助成事業

やＢＣＰの計画着手など新しい事業が取り上げられており賛成したい。

議案第 44 号 第１次安曇野市総合計画基本構想の変更について（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 産業とともに響きあうという言葉にこだわっての基本構想の変更であるが、基本計画に影響はないこと

から、あえてこの言葉を入れる必要はないので反対。
（原案に賛成の意見）
 ・ 10 年間というサイクルの中で、社会情勢の変化等を考えれば、見直しがあって当然である。基本構想

を市が変更したことによる、基本計画への反映部分も議会に説明があり、納得したので賛成する。

議案第 45 号 安曇野市新本庁舎建設工事請負契約について（賛成多数で可決）

審査内容

（原案に反対の意見）
 ・ 非常に内容があいまいである、慎重審議をせざるを得ない。入札問題・総合方式・分離分割問題そして

市内業者の育成問題、工事の内容についても示されないので反対。
（原案に賛成の意見）
 ・ 地元業者の育成が配慮されているかについては、分離分割発注でも地元業者が受ける資格のある業者が

いない。そういった中で今回の請負契約は妥当だということで賛成。

請願第 1 号 市の広報宣伝事業にあづみ野エフエム放送を活用する請願（継続審査）

審査内容
（審査を継続したいとする意見）
 ・ もう一度、民間企業が請願をすることについて調査、研究をしたいので継続審査としたい。

議案第 4 号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 5 号 安曇野市地下水の保全・涵
か ん

養及び適正利用に関する条例（全員賛成で可決）

審査内容
（要望）
 ・ 第７条にある水環境基本計画をつくるには、十分な研究が必要となると思うので、条例制定後、直ちに

計画策定に取り組んでほしい。

議案第 6 号 安曇野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例（全員賛成で可決）

議案第 9 号 安曇野市農業農村振興基本条例（全員賛成で可決）

審査内容
（意見）
 ・ 農業農村振興計画推進委員会では、振興計画の点検とか評価をやっていくということであり、会議は年

２回を予定しているということだが、もっと多くの時間がかかるのではないかと思う。

議案第 20 号
平成 24 年度 安曇野市一般会計補正予算（第４号）（環境経済委員会所管事項）（全員
賛成で可決）

議案第 22 号 平成 24 年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）（全員賛成で可決）

議案第 23 号 平成 24 年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）（全員賛成で可決）

議案第 27 号 平成 24 年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（第２号）（全員賛成で可決）

議案第 29 号 平成 25 年度安曇野市一般会計予算（環境経済委員会所管事項）（全員賛成で可決）

審査内容

（意見・要望）
 ・ 堆肥センターは、利用される方のことも考え、公の施設の指定管理者として行うかどうか今後の施設運

営を考えたほうがいい時期ではないかと思う。
 ・ 松くい虫対策として散布する農薬は、影響を常に考えて事業を進めてほしい。
 ・ 枯損木対策で樹種転換も含め、山林管理の方針をしっかり決めて実施してほしい。

議案第 31 号 平成 25 年度安曇野市国民健康保険特別会計予算（全員賛成で可決）

審査内容
（要望）
 ・ 医療費高騰抑制のため、生活習慣病診断の受診率を高めるためのＰＲを続けてほしい。

総務委員会審査報告（抜粋）

環境経済委員会審査報告（抜粋）

常 任 委 員 会 報 告
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を
苦
に
自
ら
の
命

を
絶
っ
た
小
中
学

生
の
話
題
が
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
に

ぎ
わ
し
て
い
る
。
内
容
を
聞
け
ば

と
て
も
平
常
心
で
は
い
ら
れ
な
い

残
酷
さ
で
あ
る
。
我
々
の
当
時
を

思
い
出
し
て
み
て
も
、
多
少
の
仲

間
は
ず
れ
と
か
、
そ
れ
に
近
い
こ

と
は
あ
っ
た
と
思
う
が
こ
ん
な
に

ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。

市
の
例
で
は
専
門
家
に

よ
る
調
査
委
員
会
ま

で
つ
く
っ
て
原
因
を
究
明
し
対
策

を
国
レ
ベ
ル
で
考
え
て
い
る
。
自

殺
ま
で
子
供
を
追
い
こ
ま
れ
た
両

親
の
気
持
を
考
え
る
と
自
分
も
子

を
持
つ
親
と
し
て
身
の
毛
の
よ
だ

つ
思
い
で
あ
る
。
決
し
て
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
な
ぜ
む
ご

い
い
じ
め
を
す
る
よ
う
な
子
供
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
精
神
的
・

肉
体
的
暴
力
を
容
赦
な
く
際
限
な

く
加
え
る
。
正
気
の
沙
汰
で
は
な

い
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
方
面
の
方
の
コ
メ
ン
ト
が
又

は
教
育
専
門
家
の
意
見
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

委
員
会
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
。学
校
現
場
は
、

教
師
一
人
一
人
は
、
校
長
は
ど
う

向
き
あ
う
べ
き
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
と
び
か
っ
て
い
る
。

は
文
科
省
が
修
身
の

時
間
に
力
を
入
れ
る

と
言
っ
て
い
る
。
い
づ
れ
の
意
見

も
、
考
え
方
も
大
切
で
重
要
で
あ

る
。
が
も
う
一
つ
一
番
大
事
な
こ

と
が
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な

気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
各

家
庭
で
の
子
供
へ
の
か
か
わ
り
で

あ
る
。
そ
れ
は
幼
時
の
き
ち
ん
と

し
た
し
つ
け
が
将
来
必
ず
生
き
て

く
る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

と
り
た
て
て
高
度
な
専
門
知
識

を
も
っ
て
接
す
る
必
要
は
な
い
。

ご
く
普
通
の
家
庭
が
ご
く
普
通
の

生
活
を
す
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。

悪
い
こ
と
は
悪
い
と
き
ち
ん
と
教

え
て
や
る
。
我
が
子
に
愛
情
を
注

い
で
。
し
か
し
な
が
ら
様
々
な
事

情
か
ら
平
穏
な
家
庭
生
活
に
身
を

お
け
な
い
子
供
達
が
い
る
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
気
の
毒
な
こ
と
で

あ
る
。

と
し
て
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
る
が

社
会
全
体
の
中
で
も
う
一
度
家
庭

の
大
切
さ
を
問
い
か
け
る
機
会
を

議
会
・
行
政
も
考
え
て
は
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
じ
め
の
無
い
社
会
へ

浅川  泰通さん

（堀金）

編集後記
◆雪も多く、強風が吹き荒れた寒い冬もいつの間
に過ぎ、新緑のまぶしい過ごしやすい良い季節と
なってきました。新入園入学の子供たちの弾んだ
声が聞こえてきます。月日の経つのも早いもので
10月６日には市長および議員の改選投票日を迎
えることとなります。地方分権時代を迎え当議会
も議会改革委員会を設置し市議会基本条例づく

りに励んでいます。市民の皆様方からのご意見や意見交換会を開いたりして６月
の条例制定に向け進めております。できうれば市自治基本条例も合わせて制定で
きればと思う今日このごろです。　　　　　　　　　　　　　　　　 吉田滿男
◆百聞は一見に如かず。
広報紙コンクール優秀賞、奨励賞受賞という和歌山県紀の川市議会広報視察研修
へ。記事は見出しと写真で７割方、内容がわかるように工夫。見やすい、読みやすい、
わかりやすい。余白がうまく生かされている。読むのは市民。なるほど、当方の
議会だよりはひたすら真面目にぎっしりと。正直どれほどの皆さんが目を通して
下さることだろうか。できることからはじめよう。いくぶん努力のあとが伝わる
でしょうか。　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　相田登美枝

議会広報特別委員会
　委 員 長　吉田　滿男

　副委員長　相田登美枝

　委　　員　小松洋一郎　畠山　倉光

　　　　　　藤原　陽子　山地　重雄

　　　　　　内川　集雄　下里喜代一

　　　　　　平林　德子　丸山　祐之

＊気軽にご意見をお聞かせください。

平成 25 年安曇野市議会
６月定例会会期日程（予定）

５月31日（金）～６月25日（火）頃を予定。

皆様の傍聴をお待ちしています。

安曇野市議会だより　第 30号
〒399-8211　長野県安曇野市堀金烏川2750-1　安曇野市堀金総合支所内

http://www. city. azumino. nagano. jp/gikai/index. html
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